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午前 10 時 00 分 開議 

1 開議宣告 

○議長（藏原博敏君） それでは、皆さん、おはようございます。 

ただ今の出席議員は 20 名であります。従いまして、定足数に達しておりますので、これ

より本日の会議を開きます。 

なお、執行部出席者につきましては、お配りしている執行部出席者の名簿のとおりであり

ますます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

日程第 1 一般質問 

○議長（藏原博敏君） 日程第 1「一般質問」を行います。 

毎回申し上げておりますが、一般質問の所要時間が 45 分と定められております。従いま

して、質問者の議員におかれましては簡潔な質問を、また執行部におかれましては的確な答

弁をお願いし、議会の運営と活性化にご協力をいただきますようお願いを申し上げます。 

それでは、これより順次一般質問を許します。 

5 番議員、園田浩文君。 

○５番（園田浩文君） 執行部の皆さん、おはようございます。 

私も一般質問、1 期、2 期、通算 8 年一度も欠かすことなく、一般質問をさせていただき

ました。平成 28 年 6月の議会では、一般質問がありませんでしたので、通算 31 回の一般質

問をさせていただました。内容はともかく、45 分間、自分の思いを執行部の方々に語りか

けられたのは大変うれしく思っているところです。 

それでは、通告書に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

まず最初に、阿蘇市のふるさと応援寄附金について質問をさせていただきます。 

一昨日、朝のニュース番組で、このふるさと納税の偽サイトというものが全国 24 都道府

県にまたがっていて、九州では熊本、沖縄、この 2県を除くすべての県で、この偽サイトが

横行しているというふうに報道がなされております。その中には、阿蘇市でも活用している

ふるさとチョイスあたりも含まれているというふうに報道があっております。阿蘇市ではど

うですか、チェックマニュアルとか何かありますでしょうか。 



 

 

○議長（藏原博敏君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（荒木 仁君） おはようございます。 

ただ今のご質問に回答させていただきます。阿蘇市において、今の偽サイト関係に伴うチ

ェックマニュアルは今のところございません。 

○議長（藏原博敏君） 園田浩文君。 

○５番（園田浩文君） この偽サイトも相当精巧なものらしくて、しかし見破る方法という

のはいくつかあるようですので、何か情報をとられて、そういうチェックのマニュアルも作

っていったほうがよいかなというふうに思っております。 

○議長（藏原博敏君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（荒木 仁君） はい。早急に、ふるさとチョイス関係、ポータルサイト

に確認をとらせていただいて、ちょっと対応を進めていきたいと考えます。 

○議長（藏原博敏君） 園田浩文君。 

○５番（園田浩文君） それでは、質問の本題に入らせていただきます。 

前回の 9 月の議会のときに、このふるさと応援寄附金を活用しての、何か各課にこういう

案がありますとかいう、その独自の事業の何か政策を各課で取りまとめてお話をしていただ

けないかということで質問を投げかけております。その回答をお願いいたします。 

○議長（藏原博敏君） 総務部長。 

○総務部長（髙木 洋君） おはようございます。 

ただ今、市議から、各課で考えるふるさと応援寄附金を活用した独自の事業はということ

で、9 月定例会の中で宿題をいただいておりました。まず、当然今回、各課長が発言するこ

とにつきましては、議事録にも残ることになりますので、各課長が答弁を行います前に、ま

ず前提としてご説明をさせていただきたいというふうに考えております。 

ご承知のとおり、ふるさと応援寄附金、昨年から始めまして、本年度におきましても予算

額にして歳入 1 億円、諸経費を約 50％見込んでいるところです。しかしながら、現実とい

たしまして、お話がありましたように、偽サイトあたりも当然横行してくる現状もあるとい

うのが事実です。そういったことからも、年間、この財源が確実に定期的に決まった額が入

ってくる、そういった財源ではなくて、実に不安定な財源であるということも、まずご認識

をお願い申し上げたいと思います。寄附金が多いとき、当然あるかと思いますし、社会情勢

によっては寄附金の少ないとき、当然出てきます。各課、種々の事業を考えていると思いま

すけれども、行政が行う事業というのは、すべて財源を伴うものになってきます。安定的な

財源のもとに継続が大事、そういうふうに私たちは考えております。不安定な財源であるが

ゆえに、行政として一度事業に着手をしますと、今年は金がないからできないとか、そうい

ったものじゃなくて、中断することができずに、将来にわたっては多額の一般財源を投資す

ることにもつながってくる、大きく財政面にも影響してくることが考えられます。私たちと

しましても、現実に事業化して取り組むからには、事業の内容でありますとかニーズ、継続

性、将来的な財政負担というのを十分考慮した上で精査し、慎重に取り組むべきものと考え

ております。また、市独自の政策、様々やっておりますので、その財源として今後充当する



 

 

こともまず考えられるところであります。 

ご質問をいただきました、まずは将来的にも非常に潤沢な財源のもと、人的にも非常に余

裕がある、そういったことを大前提として、まずはまちづくり課から回答をさせていただき

たいと思います。 

○議長（藏原博敏君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（荒木 仁君） それでは、まちづくり課で考えております施策等につい

てお答えいたします。 

2020 年を念頭に、直近で私たちとして考えておりますのは、小規模事業者等への施策と

しまして、特に来年、消費税の改定が予定されております中で、軽減税率、またはやはり外

国人がこれから訪れるということを念頭におきまして、インバウンド等に対するキャッシュ

レスというのが直近では考えられるんじゃないかなと思っております。 

また、将来にわたっては、阿蘇のお土産品等の商品開発、また商店街の町並みの景観整備

であったりとか、阿蘇市内において新たに創業をされる方に対する支援、また既存、今現在、

事業をやられている方の中で、新たな分野に進出しよう、既存の事業以外に進出しようとい

う方々への支援策を講じることによって、地域の雇用であったりとか、移住促進、定住化と

いう促進につながる施策になるんじゃないかなと考えております。 

まちづくり課としては、以上です。 

○議長（藏原博敏君） 農政課長。 

○農政課長（佐伯寛文君） おはようございます。 

農政課関係の支援策を検討しています部分を答弁させていただきます。 

まず、農林業情勢の変化に伴いまして、超高齢化によります後継者不足が社会問題になっ

ておりますけれども、こういった状況を打破するために、将来有望な農林業担い手の地域に

定着化を図るための支援策が考えられております。 

まず一つ目ですが、阿蘇中央高校、また県立農大等と連携いたしまして、青年農林業後継

者育成奨学金制度を創設の検討もあり得るというふうなことで考えております。将来、農林

業経営者になることを志し、本市の中核的な担い手として育成・確保を図るものでございま

して、地元の高等学校の進学者数も増加するというふうなことでつながるものと考えており

ます。現在、本市の新規就農者数ですが、合併以来 13 年間で約 130 名というふうなことで

ございまして、その中で新規学卒者で申しますと 26 名と、年間 2 人程度の新規、学校を卒

業されての就農というふうな形です。こういった新規学卒者を増やしていくためにも、有効

な手段であると考えているところです。 

林業につきましても、Ｉ・Ｊ・Ｕターン者の参入もありますが、非常に厳しい数になって

おります。 

それから、新規就農者に対します新規作物の実証圃ということで、テストプラント的な部

分を、モデル団地を整備するという部分も考えております。 

それから、草原保全や新たな森林環境整備に対する考え方といたしまして、北外輪を前提

に申しますと、中腹の人工林を大規模な伐採を行いまして、拡大造林、以前の草原や広葉樹



 

 

に置き換えるような取り組みも考えているところです。 

以上です。 

○議長（藏原博敏君） 観光課長。 

○観光課長（秦 美保子君） 観光課は、阿蘇山の魅力を堪能できるオリジナリティある企

画に活用して、納税者の皆さんに遊びに来ていただくことで還元できたらと思います。特別

なトレッキングツアー、火口見学の充実、それと坊中からの登山道、阿蘇パノラマラインが

せっかくバイクの雑誌で日本一になっております。ですので、この阿蘇駅からのルートを更

に美しく整えていくことなどに活用できたらと思っております。 

○議長（藏原博敏君） 福祉課長。 

○福祉課長（本山英二君） それでは、福祉課からご説明いたします。 

福祉課においては、やはりこれまでも課題になりました保育士の確保に向けた独自の施策

をやりたいというふうに思っております。今、年度途中で待機児童が発生しておりますので、

これまで採用試験の改善とか、いろいろ大学・専門学校に訪問に行ってきましたけど、やは

り売り手市場ということで、なかなか成果が出にくいところがありますので、なるべく阿蘇

で保育士として働きたいと言ってもらえるような、インパクトのある事業をしたいと思いま

す。例えば、家賃の補助はもちろんですけと、実習の受け入れをしたいというふうに思いま

す。今まで大学を訪問したときに、やはり 6割から 8割が実習した保育園に行かれる方が非

常に多いということです。そういうことであれば、阿蘇に実習に来てもらうような、いろい

ろ経費をかけてやっていきたいと思っております。 

それからもう一つ、地域福祉の充実に向けた仕組みづくりということで、やはり寄附をい

ただける方々は、やはり魅力ある阿蘇で住民が誰もが安心して暮らせる地域であってほしい

と願いがあると思います。やっぱりそのためには地域福祉が一番大事な分野だと思っており

ますので、それにつきましては、やはり地域で活躍できるような仕組みづくりをやっていき

たいというふうに思っております。 

○議長（藏原博敏君） 市民課長。 

○市民課長（岩下まゆみ君） おはようございます。市民課です。 

市民課は、一番市民に近いところにいる部署ですが、なかなか大きな事業というのはやる

課ではございません。それで、市民課で想定される事業が、ふるさと応援寄附金の活用策と

して馴染むかどうかわかりませんが、欲張りですのでたくさんあります。でも、今日はあえ

て二つだけ言わせていだたきます。 

まず一つ目が、食品ロスの削減に関する取り組みです。ごみの減量につきましては、常日

頃から取り組んでおりますが、特に最近言われていますのが、食べられるのに捨てられてい

る食品、それをどうにかして減らし、ごみ処分に関する経費も少なく抑えたい、そういうこ

とで阿蘇市では市民一人ひとりがもったいないという意識をもって、日ごろから家庭では必

要な分だけを購入して食べきってしまうこと、それから以前、議会でも一般質問でいただき

ましたが、宴会での乾杯の後、それから終演前、そのときは集中してお料理をいただく、そ

ういう小さいことの積み上げですが、これを更に進めましてフードドライブ等を始めたいな



 

 

と思っております。 

そして、二つ目です。二つ目が、動物愛護活動に関する取り組みです。これは、最近よく

聞かれると思うんですが、野良猫等への餌やりをめぐるトラブルが阿蘇市内で頻発しており

ます。これについては、たくさん苦情が寄せられており、私ども担当課も非常に苦慮してい

るところです。しかし、熊本県では動物愛護の観点から、殺処分ゼロを掲げておりますので、

基本的には野良猫を捕獲して処分するということは、熊本県ではあっておりません。そのた

めにできることといいましたら、飼い方の指導とか、不妊手術とかをしていただくようにお

願いをするところにとどまっておりますので、これがもうなかなか市民の方の困り事で、今

日、議会に出てくる前も 1件相談の電話があっておりました。これにつきまして、ふるさと

応援寄附金が使えるのであれば、市独自の助成事業を行いまして、不幸な猫を生み出さない、

一代限りで幸せに過ごしてもらう、そういう事業に活用したいと思っております。 

以上です。 

○議長（藏原博敏君） ほけん課長。 

○ほけん課長（藤田浩司君） ほけん課では、ご承知のとおり、国保、後期高齢者医療、そ

れに介護保険、更に保健事業を担っております。今の本市の医療費、介護費用につきまして

は、総額 115 億円にもなっております。高齢化の進展によりまして、今後も更に増え続けて

いくというふうに予想されているところです。この一つの部署で、この三つの特別会計、更

に保健事業に取り組むメリットを活かして、医療・介護など社会保障費の抑制を図っていか

なければならないというふうに思っております。 

実際、ほけん課では、健康づくり、介護予防事業などに取り組んでおりますが、なかなか

その効果が現れにくいという現状がございます。やはり一人ひとりが健康意識を高くもち、

日常的に健康を意識した生活を送っていただくこと、これが何より大切なことと思っており

ます。 

そこで、市民の方々に健康づくりの動機、きっかけになるような支援を事業化できればい

いのかなというふうに考えているところです。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） おはようございます。 

建設課といたしましては、阿蘇市に特化した携帯地図アプリ開発の提案で、一般的な地図

アプリで近道を案内するのに対して、遠回りでも安全な道路を通っていただいて、観光施設

等を案内する「あそぐるマップ」ということを提案したいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 住環境課長。 

○住環境課長（古閑政則君） おはようございます。 

住環境課では、景観とか環境に対するものが対象になろうかなと思っております。既にＡ

ＳＯ環境共生基金で少しずつ事業を続けておりまして、それなりの成果を上げてきていると

ころです。自由な発想でということですので、どのようなことがあるかちょっといくつか考

えてみました。 

景観に関してですけれども、幹線道路の眺望改善、既に共生基金事業でも少しずつはやっ



 

 

ていますけれども、幹線道路の大規模な形での改善ができればと思います。景観サインの統

一、看板とかそういったものを含めて統一ができないか。それと、町並みの自然景観整備、

例えばコンクリート壁とか、そういうものを生け垣とか自然石に変えるような整備ができた

らと。環境に関してですけれども、ＣＯ２削減につながります電気自動車への転換、バイオ

マス等の支援などが考えられるのではないかなと思っております。将来的にはＡＳＯ環境共

生基金事業とともに阿蘇地域の特性を活かした事業となればと思います。 

○議長（藏原博敏君） 総務課長。 

○総務課長（村山健一君） おはようございます。 

総務課として想定される事業といたしましては、現在、世界文化遺産登録を目指す本阿蘇

市におきまして、市民の皆様方はもとより、観光客の方々が安心して安全にこの阿蘇を訪れ

ていただくことができるように、観光客の方々がさらなる安心・安全の対策をとるというよ

うな形で、阿蘇山上周辺、こちらの防災体制を強固にしていくことでありますとか、またふ

るさと阿蘇を思うということで、出身の方々、それから親御さんがこちらの阿蘇に残ってお

られる方々、そういったご心配もあるかと思います。そういった方々の見守りに対して、防

犯カメラでありましたりとか、あとは今いろんなところで課題となってきております空き

地・空き家、そういったことに対して、やむを得ず行政出動というような形も出てくるかも

しれません。こういったときには、基金をもって、その出動に備えるというような活用も考

えられるのではないかというふうに考えているところです。 

○議長（藏原博敏君） 教育課長。 

○教育課長（日田勝也君） 教育課としましては、阿蘇市の将来を担う児童生徒の安全確保、

また学力向上に活用できればというふうに思っております。通学路は、小学校では 4㎞以内、

中学校では 6㎞以内で歩いて通学をしていただいていますが、通学範囲が非常に広いという

ことで、主に約 300 ㎞ぐらい通学路がありますけれども、まずこちらの横断歩道の横断旗の

設置や注意看板の設置、まだまだ不足しているかと思います。それから、不審者対策として

の防犯カメラの設置や、各学校に防犯用の対策グッズをそろえていきたい。それから、学力

向上では、児童生徒数の多い学校へのタブレットの整備、それから遠隔授業実施のための機

材購入等に活用できればというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（藏原博敏君） 園田浩文君。 

○５番（園田浩文君） 各課でいろいろな案が出ております。私も一つ二つ案が少しありま

すので、ここで少し述べさせていただきます。 

総務課あたりは、こういう災害続きのこともありまして、非常用の持ち出し用のバッグ等

を全戸配布あたりしたらどうかなというふうなものも考えております。それと、教育課にし

てみれば、これはちょっとよその自治体でもやっているようですけれども、やはり経済的な

格差で学力の格差も出ているというところで、中学校の受験生あたりに普通の私立の塾あた

りの先生を週何度か学校に招き入れて授業をやったらどうかとか、そういうところも考える

ところです。それと、思い切ったところでは、福祉課あたり、第 3子の出産からお祝い金を



 

 

第 3 子から 30 万円、第 4子からは 50 万円、第 5子からは 100 万円ぐらいの思い切った話題

性のあるような祝い金を出したらどうかというふうなところも考えております。いろいろ私

も考えているところがありますので、また今後、各課とお話をしていきたいなというふうに

思っております。いろいろ案を出していただきまして、誠にありがとうございました。 

それでは、次の質問に移ります。旧あそ教育キャンプ場を阿蘇市が譲渡を受けてからもう

数箇月経っておりますけれども、あそこはイエローゾーンにかかっているというところで、

なかなか話が進まないところもあると思いますけれども、横の連携として、いろんな各課で

案が出ているのかどうかお聞きしたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 教育課長。 

○教育課長（日田勝也君） 今のご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

熊本市から昨年、無償譲渡していただきました旧あそ教育キャンプ場ですが、現在、教育

課で管理をしております。無償譲渡を受けまして、観光課、まちづくり課、農政課ほか、庁

内関係課と利活用について、これまで協議をしてきておりますけれども、しかし先ほど議員

おっしゃられたとおり、上部の土砂災害の危険区域や進入道路が狭いという課題もありまし

て、またアウトドアの関連企業や団体へ民間委託等の活用ができないかということで紹介も

してきておりますが、なかなか現状難しいところがございます。今後も引き続き利活用につ

いて検討を重ねていきたいというふうに思っております。 

○議長（藏原博敏君） 園田浩文君。 

○５番（園田浩文君） 市長、このイエローゾーンの解除あたりに、国直轄の砂防あたりが

何とか利用できないかというふうにも思っておりますけど、市長、考えはいかがですか。 

○議長（藏原博敏君） 市長。 

○市長（佐藤義興君） せっかくあんなにすばらしいキャンプ場がありますし、あの広大な

用地をいただいたということは、大変ありがたいと思っております。ちなみに、今おっしゃ

られたようなことも含めて、これから直轄の砂防事業の中で、よく地元の皆さん方と連携を

深めながら、そういう課題も入れていくと。その中で一つ解決をして、そのイエローゾーン

というんですか、そういうゾーンをまず解除しながら、より使いやすいように安全にしてい

くということが大事であると思っていますし、大きな一つの案であると思っていますので、

その意識をこれから持っていきたいと思っています。 

○議長（藏原博敏君） 園田浩文君。 

○５番（園田浩文君） 例えば、こういうのでイエローゾーンが外れた場合、観光課、まち

づくり課あたりで何か案がありますか。 

○議長（藏原博敏君） 観光課長。 

○観光課長（秦 美保子君） 私も大分いろんな方を連れて行きましたけれども、全く感触

がなかったわけじゃないわけなんですね。なので、やっぱり正式に内覧会、施設を見てもら

うことをして、そして提案を求めるのもいいかなと思っております。その上でいろいろ検討

していくというのを、はい。 

○議長（藏原博敏君） 園田浩文君。 



 

 

○５番（園田浩文君） 担当は一応教育課になっておりますけど、各課を超えて、良い案が

あれば出し合って会議を持ちながら、とにかくあの施設もテントも今 50 張ぐらいですかね。

いくつか減っているような話も聞いておりますけれども、とにかく使わないと、あの立派な

施設が本当に宝の持ち腐れになってしまいますので、あそこの南宮原区あたりの住民の方々

も、この先どうなっていくんだろうというふうに、大変不安にも思われているので、そこの

ところは話をしっかり連携を取られて進めていっていただきたいなというふうに思っており

ます。 

それでは、3 番目のこれは県営の工事ですけれども、花原川の河川工事についてお聞きを

いたします。最初の計画では、来年の 3月、年度いっぱいでは体育館横の中央線を通って、

小里新橋が通れるようになりますというふうに県からの説明もあっているところですけれど

も、現在ちょっと見ていると、大変危ういのかなというふうに思っておりますけれども、情

報があれば建設課でお願いいたします。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） お答えいたします。 

宮原川の工事につきましては、現在、左岸側の盛り土工事が行われております。来年 1月

に完了するということでお聞きしております。 

また、小里新橋につきましては、現在、橋梁の下部工が工事されており、上部工が 11 月

に契約がなされたということです。現在、労働者不足と資材不足ということで、供用開始に

ついては来年 12 月という情報をいただいております。 

○議長（藏原博敏君） 園田浩文君。 

○５番（園田浩文君） 来年の 12 月ということは、もちろん来年の 12 月ですよね。という

ことは、もう 3 月にはまだもちろん通れないということだと思うんですけど、大体橋があそ

こは橋梁が 3つあって、あれが 1年おきに通れるというような当初の説明だったんですけれ

ども、ということは後のも、もちろんもっと遅れる可能性があるということですよね。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） 橋の開通工程としましては、小里新橋が来年の 12 月、その下

流の戦場ヶ橋が平成 32 年 3 月、平成 32 年度に 2橋開通と、次の年の 3月に上流の黒橋が開

通ということでお聞きしております。 

○議長（藏原博敏君） 園田浩文君。 

○５番（園田浩文君） ちょっともう一回、年度のあれは整理しないとちょっとわからない

んですけれども、結局、地域の方々が今、鍋釣線が南宮原と西小園にしか抜けられないので、

とにかく真ん中の中央線を早く通れるようにならんと、しっかり市でも工事対応していただ

いて、もうやむを得なく通行止めという箇所が多くなってきております。一時の我慢をすれ

ば通れるようになると思うんですけど、とにかく中央線の新橋は当初 3月いっぱいというふ

うに聞いていたので、またそれは県にでも少し情報を地域には流していただくように、市か

らも少し要望を上げていただきたいと思いますけど、いかがですか。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 



 

 

○建設課長（中本知己君） はい。すみません。さっきの開通の時期なんですけど、平成

31 年度に 2 橋開通と、黒橋は平成 32 年度中ということです。それと、情報につきましては、

県が今後、区長さんを通して、説明に回るということですので、間もなく始まると思います。 

○議長（藏原博敏君） 園田浩文君。 

○５番（園田浩文君） それでは、小里のあの中央線の橋だけが 1年遅れて、あとはもう計

画どおりに今のところは進む。これを課長に言うても、県の事業なので難しいところはある

と思いますけれども、あそこの橋だけが 1 年間ずれるというふうな解釈でよろしいですかね。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） そのように解釈しております。 

○議長（藏原博敏君） 園田浩文君。 

○５番（園田浩文君） はい。ありがとうございました、課長。 

まだ少し時間も余っておりますけれども、これで園田浩文の一般質問は終わることにいた

いたします。来年も 3 月にこの場に立てることを願いまして、頑張っていこうというふうに

思っております。どうもありがとうございました。 

○議長（藏原博敏君） 続きまして、13 番議員、五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） 改めて、おはようございます。13 番、五嶋義行です。 

園田議員と同じように、毎回欠かさずやっております。それでも質問がたくさんあります

ので、毎回混乱をしながら、整理をしながらやっております。今回も通告書に従って質問さ

せていただきます。 

まず最初の質問は、国道 57 号北側復旧ルートの開通後の阿蘇西部地区の活性化策という

ことで通告しております。このことは、トンネルを抜けると阿蘇に入ります。その先に高速

道路のような高架の道路が前方に広がっておりますので、人間の心理として、どうしてもそ

の新しい道のところに行ってしまうんではないかという思いがあります。そういうことにな

りますと、工事のときに、今、車帰地区には大変迷惑をかけております。そして、赤水は現

道の国道 57 号の通行止めということで交通量が激減して、もう商店街もほとんど店じまい

するような状況になっておりますので、そこで質問ですが、このトンネル通って、最初の車

帰ランプでいかに人を下ろすか、何らかの打開策があるのか、そこら辺をお聞きしたいと思

います。 

○議長（藏原博敏君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（荒木 仁君） 改めまして、おはようございます。 

私たちの課としまして、人口流出を防ぐ、またはランプを活用した打開策ということで、

考えられる振興策の一つとしては、宅地開発が考えられるんじゃないかなと思っております。

ただ、この宅地開発、開発事業者さん、不動産業者にも少しちょっと聞いてみたんですが、

やはりまだ近隣の町村といいますと、大津・菊陽方面の分譲の状況が実際その辺の土地価格

が今少し下がってきているというのが一つでありますし、宅地分譲については、熊本近郊に

ついては菊池市とか合志市、そちらに若干宅地開発が進んでいるというのが今の現状のよう

です。 



 

 

この西部地区の分譲という形で開発をするという場合について、不動産業者さんとか開発

業者さんの意見としては、やはり求められている宅地を買おうという方たちが一番求められ

ているのは、やはり買い物、大型商業施設であったりとか、やはり子どもさんをお持ちの方

については学校、病院というような環境整備がない場所での宅地開発は非常に開発業者とし

ても土地を買いづらいですし、なかなか販売をしづらいというような回答があっているとい

うのが今、実際現状です。大型商業施設の誘致についても、やはり 10 分から 15 分走ると大

津・菊陽という形で、既に立地しているところがありますので、非常に大型施設を誘致とい

うのは、今現状としては厳しいんじゃないかなというような回答が今、開発関係の団体から

の回答というのが今の現状です。ただ、これについては、やはりトンネルが開通してランプ

ができるという形になりますと人が動き始めます。今の現状としては、どうしてでもやっぱ

りパース絵とかいう形でしか見えておりません。実際、ランプができたり、トンネルが開通

しますと人が動き始めます。人が動き始めると、少し状況が変わってくるものじゃないかな

と思っておりますので、私たちまちづくり課としても開発業界等への働きかけについては、

今後も続けていきたいと考えております。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） 若干の噂ではありますが、その宅地開発業者なる人たちが、ちょ

っと土地の物色をしておるとかいう話をちょっと聞いておりますが、そういうことは感じて

おられませんか。 

○議長（藏原博敏君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（荒木 仁君） 申し訳ございません。その情報は、ちょっとこちらには

まだ入っておりません。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） 車帰で本当に人を下ろす、赤水に人を動かすという方向で、白雲

山荘が以前、赤水温泉ということで大変賑わっておりました。その白雲山荘の 1階はビジネ

スホテルみたいなものができるという段階で、地震があって中断しておりますが、その後の

改修状況ですか、わかりましたら教えてください。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） 白雲山荘の改修状況ということです。現在、旧本館部分の解体

が完了しております、正面から入ったところです。また、北側には社員寮が建築済みという

ことでございまして、建設課窓口の住宅建築物安全形成ストック事業とあわせてグループ補

助金を利用されて、今回新たに宿泊施設と会議室、温泉施設が建設される計画となっており

ます。2020 年度の開業を目標とされておりまして、整備する温泉ではホテルの利用者に限

らず、一般の方も利用できるような計画にしたいということでお聞きしております。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） それでは、今まだずっと赤水温泉がない状態なのに、看板は赤水

温泉、Welcome to Aso City ようこそ阿蘇市へ 赤水温泉・内牧温泉という看板が下野のと

ころにあります。それは、また赤水温泉を復活するということで看板はそのままになってお



 

 

るのでしょうか。そこのところをお願いいたします。 

○議長（藏原博敏君） 観光課長。 

○観光課長（秦 美保子君） 確かにグランヴィリオさんのことがあったんですけれども、

あそこは米塚温泉とうたっていらっしゃいますので、議員の言われるとおりかと思います。

ただ、今となっては、赤水温泉を白雲山荘さんがホテルをつくり上げるということですので、

そこはそれの期間だけでも修正するのか、もうちょっと残しておくのかは、またちょっと検

討させていだたきます、看板についてはですね。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） 本当は、新しい道ができると、その地域の新しい活性化につなが

るわけですが、今度の道路は高架でありまして、なかなかそこらはもう素通りすると、元の

道に戻るのが宮山の辺りでしか元の道に戻らないから、その赤水地区の人たちはどうしても

素通りされて、じゃあ以前の赤水はなくなってしまうんじゃないかというような心配をして

おります。現道回復については、今日の一般質問の後に国交省からの説明もあるみたいです

が、本当はその説明があった後に、この質問をすればよかったなと思いますが、順番ですか

ら仕方がありません。 

そこで、最後に市長にその西部地区の今後の動き、その現道の復旧も含めて、市長の考え

をお聞きしたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 市長。 

○市長（佐藤義興君） 西部地区のことなんですけれども、毎日毎日、工事は進んでまいり

ますけれども、それと同時に今まで私たちが見慣れていたあの頃の景色とは違って、形状が

大きく変わろうとしております。当然、私たちもそのときの赤水地区が、果たして今後どの

ような状態になっていくんだろうか、すごく気にしておりますし、危惧しておりますし、赤

水の皆さん方が一番心配を、また西部地区の皆さん方がしておられると思います。その中で、

今、担当課長からも話がありましたように、やっぱり定住化というものをしっかり考えいか

なきゃいかんだろうと。でも、定住化ということで、ただそれを不動産のディベロッパーに

お願いをするのではなくて、いろんな方々が実際子育て支援も含めた上で、菊池地区のあの

進出された工場地帯に皆さん通っておられると思います。恐らく大津・菊陽辺り、どこにし

てもアパートで生活している方も恐らくおいででであろうと思いますし、このときばかりに

一人ひとりがそういう工場に行きながら、こういうすばらしい環境の下に子育て支援につい

てはこう、福祉についはこう、また医療の問題についてはこういう条件が整っておりますと

いうようなことを、会社一つひとつに訪ねながら、そのような宣伝と発信をしていくという

ことをやらないといけないのかなということも思っておりますし、市としても今何とか住宅

があちこちありますので、そういうものを集合しながら、まず人が住む、そういう場所をつ

くっていくことも一つであるかなということを考えながら、今進めておるところであります。

西部地区の皆さん方には、本当にそういう意味においては、一番被災の大きかった、これか

らそのダメージの大きいところからの新しい出発でありますので、私ども行政もよく注意を

しながら、また西の玄関口ということよりも発展のために更に取り組んでいく必要があると



 

 

思っております。もちろん住民の皆さん方、関係する皆さん方のお力もいただきながらとい

うことを思っております。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） ぜひ行政としても目をかけていただいて、「災い転じて福となす」

という言葉がありますように、今回の地震災害、西の方が非常に大きな災害を受けておりま

すので、それを契機に活性化を頑張っていきたいと思っております。 

2 番目の質問に移ります。熊本地震により被災し、再建、または新たに取得した住宅につ

いて税制面での支援はと質問しておりますが、尾ヶ石の市政報告会のときに住民の方から、

よその自治体のことを例えに出されて、阿蘇市は何とかそれ並みにやってくれんのかという

ことを、私も通告させられましたので、改めて質問いたします。お願いします。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） おはようございます。ただ今のご質問にお答えいたします。 

今回、市政報告会でも同様の質問があったということで、熊本地震により被災しました再

建、または新たに取得した住宅について、固定資産税の特例があります。そのことについて

制度の説明をさせていただきたいと思います。 

今回、熊本地震により新築されました住宅につきましては、従来の新築軽減特例と、今回

の地震軽減特例という両方の適用がされます。まず、新築軽減特例につきましては、新築さ

れました住宅について取得後の翌年から 3 年間、床面積が 120 ㎡、これにつきましては固定

資産税が 2分の 1になると。それから、今回の熊本地震の地震軽減特例ということで、代替

家屋として取得した住宅、半壊以上、その被災家屋につきまして固定資産税が取得の翌年か

ら 4 年分を 2 分の 1 にするということで、これを簡単に申し上げますと、最初の 3 年間は 4

分の 1の負担で済む、最後の 1年間が 2分の 1で負担してもらうということになります。こ

のことにつきましては、他の町村であったということで、ここは南阿蘇村になります。被災

家屋の半壊以上を、ここは基準を一部損壊にしまして、この固定資産税を 4 年間を免除する

という南阿蘇村の特別な制度です。この南阿蘇村は、熊本県下、ここだけの制度となってお

ります。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） その場合、阿蘇市の減免の制度と南阿蘇村の制度、4年目で 120 ㎡

ぐらいの家で、金額的に幾らの差がありますか。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） 4 年間にいたしますと、現在のまま、4 年間減免していくと、

4,000 万円ほどになりますが、南阿蘇村の例でいきますと 1 億円ほどの減免額というふうに

なります。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） それは阿蘇市の収入分として差が出とるということですね。個人

の 1人当たりの支払う税金の額としては幾らぐらいになりますか。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 



 

 

○税務課長（藤井栄治君） 支払う額ですので、減免しますので、その分が不足しますので、

4,000 万円と 1 億円の個人の負担が減るということになります。 

○議長（藏原博敏君） 総務部長。 

○総務部長（髙木 洋君） 実際に個人の減免額が幾らになるかというご質問だと思います。

120 ㎡の家、1年間の税額が本来であれば 12 万円というふうにして仮定してするならば、ま

ず最初の 3年間は 4分の 1の負担になりますので、3万円の 3 回で 12 万円の負担、残りの 1

年、4 年目につきましては 12 万円の半分でありますので 6 万円になりますので、足すと 18

万円が個人の納める税金としては軽減される税、そういったことになります。 

以上です。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） はい。それでは、阿蘇市の制度だと 18 万円は 4 年のうちに払わな

いかん、南阿蘇村の場合は、それが全部減免されると。その 18 万円は阿蘇市として何とか

なりませんか。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） ただ今、税制面で支援は考えられないかというご質問ですが、

これにつきましても、平成 24 年に九州北部豪雨災害においては、今回のような被災したこ

のような特例軽減や南阿蘇村のような特別な措置はありませんでした。そこで、地震も水害

も同じ災害ということで、熊本地震の被災者に対してだけ、今回の減免措置を講じれば、水

害があったわけですから、そこから数年の間に市の独自の施策として税制上、格差が生じる

ことになります。税務上、均衡がとれないばかりか、ほかの制度にも波及してくるというふ

うに考えております。現状では、非常に厳しい状況で、市独自の減免措置は今のところ考え

ておりません。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） はい。税務課長、ありがとうございます。 

税制面での公平性を来すためにできない、それならばほかのことで、さっきのふるさと納

税ではないんですが、ほかのことで何とか救済ができれば災害に遭った人も助かるんじゃな

いかと思っておりますが、そこら辺の検討はよろしくお願いいたします。 

3 番目の質問に移ります。阿蘇医療センターについて、今回、違う立場から質問したいと

思いますが、このことも尾ヶ石の市政報告会において、阿蘇医療センターはようやっとると

いう話が出てきまして、そういうやっぱり市民の方もおられるんだなということで、改めて

阿蘇医療センターが果たすべき役割、また市民の方にどうしてそういうことを理解を周知す

るようなことをやっておるかということをちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 医療センター事務局長。 

○阿蘇医療センター事務局長（井野孝文君） おはようございます。お答えしたいと思いま

す。 

先ほど議員がおっしゃっていただいたように、私も市政報告会にすべて出ておりまして、

特に狩尾の市政報告会では、病院にご支援をいただくようなご意見をいただきまして、非常



 

 

に感謝しております。その中で、阿蘇医療センターが果たすべき役割といたしましては、公

立の地域中核病院といたしまして、社会的役割は公共の福祉にあります。地域に必要な医療

を政策的に、具体的には救急医療や災害医療、波野診療所の運営など、不採算であるがため、

民間が積極的に参入しない分野を担い、併せて脳卒中や急性心筋梗塞などの高度な急性期医

療を行うことで、住民の皆様方が住み慣れた地域で安心して暮らせる医療を提供することが

役割というふうに思っております。 

また、なかなか周知のところが文教厚生常任委員会の中でもご指摘も受けたところなんで

すが、これからもやっていかないかんということで思っておりますので、今までやってきた

ことについては市民を含めた住民の皆様に啓発活動といたしまして、各種疾患、予防医療、

高齢者医療、救急医療等について理解向上を図るためにイベントとかをやらせていただいて

おります。出前講座というのを主に当院の甲斐院長が出番が多いんですが、平成 29 年度で

年間 11 回、参加者が 380 人、今年度は 6 回行いまして 381 人参加していただいております。

市民公開講座、これは 8 月の開院記念行事として行っておりますが、平成 29 年度は 8 月 5

日に行いまして、その際は講演会に 69 人参加、今年度は 8月 4日に行いまして 76 人参加と。

その際、併せて健康フェスタというのも行っております。広報あそに毎月 1 ページいただき

まして、阿蘇医療センター通信を載せておりますし、ホームページ、あと市政報告会へも出

て、その中でいろいろ病院の現状も含めて報告、周知をさせていただいておるところなんで

すが、病院の現状をご理解いただくためには、これからも積極的に情報発信を図っていこう

と思っております。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） 今回の補正でも質問がいくつかありました。いつもお金のことで

質問があっておりますが、その中に法定繰出基準という言葉が出ていきます。その繰出基準

についてちょっと詳しい内容をお願いいたします。 

○議長（藏原博敏君） 医療センター事務局長。 

○阿蘇医療センター事務局長（井野孝文君） お答えしたいと思います。 

まず、繰出基準につきましては、毎年、総務副大臣から各自治体に通知がありまして、地

方公営企業繰出金ということで、病院事業に係る経営につきまして、地方公営企業法の規定

により、当該自治体ということで、この場合は阿蘇市になりますが、一般会計が負担すべき

ものという経費負担の原則に定められたものが公示されます。その中で公立病院として行う

ことを要請される医療提供活動に要するもので、経費そのものの性質としては、患者、受益

者負担によって賄われることが適当であるが、いかに能率的な経営によっても事業の採算性

を求めることが客観的に困難であるというような経費ということで、すみません、ちょっと

まどろっこしいんですが、平成 30 年度は約 20 項目、国が示す基準があります。その中で今

回 12 項目が該当したわけなんですが、主なものを上げますと、救急医療に要する経費、不

採算地区病院の運営に要する経費、病院の建設改良に要する経費、波野診療所の運営に要す

る経費、感染症医療に要する経費、医師及び看護師等の研究・研修に要する経費というよう

なものが該当しております。 



 

 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） その計算式というか、いろいろ事業の内容がありますが、平成 30

年の阿蘇医療センターにおいて、その額が幾らぐらいになるのか、わかるなら教えてくださ

い。 

○議長（藏原博敏君） 医療センター事務局長。 

○阿蘇医療センター事務局長（井野孝文君） 平成 30 年度一般会計に、財政にご要望させ

ていただいたのは、総額で今回の補正を含めて 3億 3,100 万円、正確に言うと 3億 3,100 万

4,000 円ということが積算の結果になっておりました。先ほど申し上げました基準に基づい

て、病院側からの積算の基づいて積み上げをさせていただいた結果として、総額でその金額

になったということです。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） それが基準内で、今、医療センターの現状から上乗せの金額と、

そういうことですか。わかりました。 

その次に、救急搬送の状況というか、現在の救急搬送の状況は地域内外、熊本市内とか、

そういう割合がわかりましたら教えてください。 

○議長（藏原博敏君） 医療センター事務局長。 

○阿蘇医療センター事務局長（井野孝文君） 緊急搬送の状況、これにつきましては先の市

議会でも、園田市議のご質問の中でもあってお答えしたところもあるんですが、阿蘇広域消

防本部の救急統計結果をいただきました。平成 29 年度、年間で 2,770 件の救急搬送があっ

た中で、管内に搬送したのが 1,712 件ということでデータが出ております。市政報告会でも

これも申し上げましたが、阿蘇中部と南部、ご存じのとおり地形的なもので小国との行き来

というのはそんなにはないもんですから、阿蘇谷と南郷谷に限っていえば、1,287 件のうち

の 955 件を阿蘇医療センターが受け入れたということで、7 割以上、74％を受け入れさせて

いただきましたので、救急病院としての評価をしていただけるだけの実績が残せたのかと思

っております。 

また本年度は 4 月から 10 月までの 7 箇月間なんですが、559 人の救急搬送を受け入れて

おりまして、内 235 人の方が即入院をされております。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） このことは意外と住民の方が知らなくて、その割合を改めて聞い

て、なるほどという感じになっております。ですから、そこら辺ももうちょっとわかりやす

く、住民の方にわかるような周知をお願いいたしたいと思います。 

次に、患者の市町村別の割合というか、阿蘇市の人がどれぐらいとか、よその市町村がど

ういう感じか、わかればお願いします。 

○議長（藏原博敏君） 医療センター事務局長。 

○阿蘇医療センター事務局長（井野孝文君） お答えしたいと思います。 

これも熊本地震が発生いたしました平成 28 年 4月から直近の 11 月まで 2年 8箇月にわた

ってデータを取っております。まず、外来は阿蘇市の患者様が 86％、いわゆるそれ以外の



 

 

方が残りのパーセントということになります。入院患者様は阿蘇市の患者様が 75.6％、残

りは阿蘇郡とか、そのほかですね。 

それで、市町村別の割合の傾向といたしましては、外来患者・入院患者とも、今申し上げ

ました熊本地震後、立野病院が閉院していた関係がありまして、南阿蘇からの患者様の割合

が高かったわけなんですが、立野病院の再開とかがありましたので、南阿蘇から来られてい

た患者様の割合が減って、阿蘇市の患者様の割合が増えているというような、今傾向にあり

ます。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） わかりました。聞いて見ると、かなり阿蘇市の人たちが多いとい

うことですね。私の頭の中では、もっとよその人が来とるかなと、もっとよその人が来とる

ならば、よその地区からも病院経営に援助できないかなと、広域的なことができないかなな

んて考えておりましたので、そのことはどういう判断をしたらよございますか。 

○議長（藏原博敏君） 医療センター事務局長。 

○阿蘇医療センター事務局長（井野孝文君） 患者様の割合は、今申し上げましたとおりな

んですが、病院の立ち位置としては、特に熊本地震発災後、災害拠点病院という役割を担っ

ておりまして、南阿蘇の患者様を受け入れた。ほかの病院が透析ができなくなったときに、

透析患者さんを受け入れたというようなことも含めて、要は阿蘇市の公立病院なんですが、

今となっては阿蘇医療圏域の中で非常に重要な役割を担う病院というふうに、自負もなんで

すが、県の第 7 次阿蘇地域保健医療計画というのが策定されております。その中でも、そう

いった重要な役割を担ってもらうべき病院だというふうに位置づけがしてありますので、で

きれば例えば今は阿蘇市の病院ですから、財政支援も阿蘇市しかございませんが、広く言え

ば、ほかの町村の住民の方も積極的な受け入れもしますので、そういった意味でのご支援も

将来的にしていただければ助かるというか、というのも本音としてはございます。 

それと、阿蘇市民の方も文教厚生常任委員会の中で資料配付させていただいておりますが、

流失医療費というのが実際減っている実績が出ております。なので、それも病院の建設の目

的になっておりましたので、市民の方々に利用をまた更にしていただいて、育てていただく

というような病院にしたいと思っております。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） 確か、建設のときの補助金は、地域の中核医療ということで、か

なり広範囲なところから補助金をもらっているかなと思っておりますが、もっともっと広域

的な援助があれば、阿蘇医療センターも阿蘇市だけが骨を折らんでもよくなるんじゃないか

と。要するに、病院側としたら、患者さんがあなたは、よその町村だから駄目だということ

はできないわけですから、それならばもっと広範囲に病院の運営に付与するようなことがあ

っていいんじゃないかと思っておりますので、そこら辺は今後の課題とします。今日はあり

がとうございました。 

それでは、最後の質問です。これも車帰地区のことになりますが、国道の代替路線として

使用される現在、地域内は非常に交通量が増えております。交通の安全対策、例えば四つ角



 

 

の横断歩道とか地域内の道路標識とか、そこら辺のことを説明をお願いいたします。 

○議長（藏原博敏君） 総務課長。 

○総務課長（村山健一君） ただ今の質問にお答えさせていただきます。 

車帰地区のいわゆる二重峠から下ってこられたところの四つ角のお話だと思いますが、そ

ういったところにつきましては、先日、車帰の区からもご要望いただいておるところでござ

いまして、いわゆる交通規制に関わる部分つきましては、警察署の管轄となってまいります。

そちらに協議要望というような形で進めていきたいというふうに思っておるところです。議

員おっしゃいますように、車帰の地区につきましては、国道 57 号の寸断によりまして、非

常に交通量が増えているというようなところは、大変認識しておるところです。特に幸いに

して大きな事故については、そこには起こっておりませんけれども、そういったところが危

惧されるということです。特に道路標識というような形になりますと、なかなか今、市道の

部分については規制 30 ㎞というような形は、今現在かかってないというような形で警察か

らもお伺いしているところです。今、交通量が増えている時期にどうにかしてほしいという

ようなことで、協議は、意見は差し上げているところですが、なかなか県も財政的にも厳し

いというような話もあったりということで、引き続きそこは強く県に要望していきたいとい

うふうに思っておるところです。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） 車で出るときに、的石から来た出口はカーブの外側ですから、ま

あ何とか見通しがきくんです。車帰の集落から南側から来た道が非常に確認がしづらい、こ

れが何とかならんかなという。これは実際通ってみてもそういう感じがしますので、あれで

やはり事故が起きらんというのは、ちょっと不思議な状況でありますので、誰が犠牲者にな

るかわからん、加害者になるかわからん、そういうあと 2年ぐらいは今の状況が続きますか

ら、何とか事故が起きらんうちに対策をお願いしたいと思いますが、再度。 

○議長（藏原博敏君） 総務課長。 

○総務課長（村山健一君） 見通しが悪いという、以前はあそこにパトカーが停車して、一

時停止線が引かれておりました。今、交通量が増えた関係で、今のような交差点の運用とい

うような形でお話を伺っております。事故が 1件も起こらないように、そういったところに

は特に強く要望してまいりたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君。 

○13 番（五嶋義行君） 通常は十字路は 90 度の角度というのが、今、交差点はなっており

ますが、あれはもう変則四つ角です。何かほかの道路から出るとか、何か考えができんかな

と思いますが、そこら辺も検討してみてください。私たちも何とか考えてみます。 

これで、私の一般質問を終わります。 

○議長（藏原博敏君） 五嶋義行君の一般質問が終わりました。 

お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（藏原博敏君） それでは、暫時休憩をいたします。休憩時間は、11 時 25 分から再



 

 

開したいと思います。よろしくお願いいたします。 

午前 11 時 16 分 休憩 

 

午前 11 時 25 分 再開 

○議長（藏原博敏君） それでは、ただ今から休憩前に引き続き、会議を開きます。 

12 番議員、田中弘子君の一般質問を許します。 

田中弘子君。 

○12 番（田中弘子君） 本当に最後の議会となりましたけれども、皆さんのお陰で私も 3

期務めております。 

まず、12 番、田中ですけど、通告に従いまして順次質問いたします。ほとんど反省にな

ると思いますけど、よろしくお願いいたします。 

まず、旧ひのくに会館については、数人の議員さんが質問しておりますが、その通りには

保養所などありますが、その裏を見渡せば荒れ放題です。今後、利活用などの考えがあれば、

また解体の見込みなどはありますか。 

○議長（藏原博敏君） 総務課長。 

○総務課長（村山健一君） ただ今の質問にお答えさせていただきます。 

旧ひのくに会館につきましては、平成 23 年 6 月に取得をしております。このときには、

東日本大震災の復旧支援というような形で取得しておりまして、利活用制限期間の 5年が経

過しています。この活用については、庁舎内の利活用検討委員会というような形で検討を進

めるということで動いておりましたけれども、取得した翌年には水害が発生、また平成 28

年には地震の発生というような形で、なかなかそこの利活用のところまで検討が今及んでい

ないというのが現状です。 

特に、平成 24 年の水害の際には、内牧一帯が洪水の被害に遭うというような形でござい

まして、施設もその時点で土砂の流入などあっております。また、地震についても、建物の

土台部分については大丈夫なんですが、とても現状のまま使用できるというような状況では

ございません。一部については、これは観光課の所管になりますが、マウンテンバイクパー

クというような形で南側の駐車場の部分は活用させていただいておるところですが、今現在、

こちらを活用するにあたっては、いろんな活用の仕方が考えられると思います。こういった

ものにつきましては、今後またそういった検討委員会等で、どういった活用策が一番内牧の

地域の中央幹線の脇にあるというようなことにもなります。中核的な位置にもなるかと思い

ますので、より良い施設、地域の土地の活用というような形で検討が進められたらというふ

うに思っているところです。 

○議長（藏原博敏君） 田中弘子君。 

○12 番（田中弘子君） 以前、質問をしたときには、売却もありかなという答えがありま

したけれども、その点についてはいかがですか。 

○議長（藏原博敏君） 総務課長。 

○総務課長（村山健一君） 今現在、熊本地震からまだ 2 年、3 年ということで、まだ仮設



 

 

住宅にお住まいの方々もいらっしゃいます。そういたところにも、まずはそういった地震か

らの復旧ということが一番に政策を進めておるというような現状の中で、こちらを皆さん方

も一番関心のあるところになるかと思います。拙速にここを決めて、将来的に長期にわたっ

て活用していただくということが必要ですので、そこについては慎重に売却というような選

択肢もあるかもしれませんけれども、どういった業者さんがふさわしいとかいうような部分

はあるかと思います。そこは慎重に検討させていただきたいというふうに思っているところ

です。 

○議長（藏原博敏君） 田中弘子君。 

○12 番（田中弘子君） 前回のときには、あそこは私たちも旧女性部のときなどは利用し

て、もう温泉が本当に良い温泉が出るので、質問のときには、あそこの温泉を利用して福祉

にはどうですかという質問をしたことがありますけれども、そのときは、まだいろんな事情

を抱えておりましたので無理ですかねということでしたけれども、まず超高齢化になりまし

て、もう 7,000 人以上が 65 歳以上、そういうことで、それを活用するということは無理か

なと思いますけれども、やはりもう今 100 歳時代になっておりますので、そのような方向は

考えておりますか。 

○議長（藏原博敏君） 総務課長。 

○総務課長（村山健一君） 今おっしゃられたような福祉の面での活用でありましたり、特

に今おっしゃられるように、高齢化に特化した施設の活用も考えられるだろうし、子育てに

関する施設としての活用も考えられるだろうし、多様な活用の仕方というのはある中で、福

祉の施設というのも、その意向を考える施設のうちの活用の模索の一つとしては当然あり得

るものというふうに思っているところです。 

○議長（藏原博敏君） 田中弘子君。 

○12 番（田中弘子君） 今も言いましたように、高齢者が増えておりますので、保健セン

ターのお風呂がもう本当に手狭になっているということで、そういう質問もありましたので、

一応お伺いしたんですけれども、まずこのひのくに会館がちょうど端にありますけれども、

目立つ位置にありますので、何となく 5年前ほどから質問しておりますけど、早急にという

のは、もう財政も厳しいことは普段から言われておりますので、いろんな中で一つひとつの

助成金とかもあるかなと思いますけれども、良い方向の中で、本当に適したというのはどん

なところがありますか。いろいろんな事情はあると思いますけど、一番行政で考えているこ

とだったら何でしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 総務課長。 

○総務課長（村山健一君） 冒頭、本議会で今日 1番目に、園田議員からの質問でありまし

たように、各課がいろんな施策を考えております。私が一つという形になりますと、防災施

設として活用というようなことも考えられるところですが、これがいいというようなものは、

まだ選定に至っていないというのが現状でございまして、私からそこをちょっと申し上げる

ということはできません。 

○議長（藏原博敏君） 田中弘子君。 



 

 

○12 番（田中弘子君） いずれにしても、一番目に付くところにありますし、市のいろん

な対策もあると思いますけれども、一番私が来年の 3月に存在するかわかりませんけど、最

後の自分の反省文とかいろいろ含めまして、後の行政の方に引き継いでお願いしたいと思い

ます。この質問は、これで一応終わります。 

2 番目の新花原橋ですが、中央部分が高くなっているために、日中の車通行は離合ができ

ないために危険が生じております。以前質問したときには、1 億円ほどの費用がかかるとい

うことで却下されました。住民の皆さんの要望が強かったので再度質問しますが、見直し改

善などがあればお願いします。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） お答えいたします。 

新花原橋の前後につきましては、震災によります災害復旧を先日まで行っておりまして、

橋梁の北側、西小園側につきましては、計画高を若干上げ舗装を仕上げたところです。また、

南側につきましては、県が行っております激特事業の宮原川工事の堤防と、市道の鍋釣線が

今度、交差点の改良が行われますので、そのときにできるだけ道路を上げて頂きたいという

ことで要望しておりますので、道路が上がることによって前方の視距が改善されるものと期

待しているところです。 

また、議員言われるとおり、4ｍの幅員で橋梁が狭もうございます。また、予算も厳しい

状況ですので、対向車の確認につきましては、今までどおり譲り合いの心で通っていただけ

ればと考えております。 

○議長（藏原博敏君） 田中弘子君。 

○12 番（田中弘子君） 譲り合いは結構ですけど、私が週 3 回、孫をちょっと送るところ

がありまして、帰りはいいんですけど、行きがちょっと見えないので、ミラーが 5 つは付い

ているんですね。西小園の側にこっちから付いているんですけど、やはり見えないから、帰

るときは 8時過ぎるので、ライトの光でお互いにわかるから譲り合いであれするんですけど、

まず今はもう午後 6時頃から暗くなります。その前のときは意外とやっぱり明るいから、こ

うやりながらやるんですけど、まあ何回かはもう事故もあっているのでと要望があったから

ご質問しただけなんですけど、ミラーか何かでちょっとそういうお互いの車のあれは把握で

きませんか。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） 場所が直線なものですから、ミラーもすごくカーブのついたミ

ラーを設置するか、そういう材料があるかもわかりませんが、ちょっと現場で確認はしてみ

たいと思います。 

それと、新花原橋の南側に架かっています西小園橋なんですけれども、今度、交差点改良

でなくなり橋の前後がかなり広い範囲で確認ができるような状況になると思いますので、譲

り合いをお願いしたいと思っております。 

○議長（藏原博敏君） 田中弘子君。 

○12 番（田中弘子君） そうですね。人は譲り合いながら、いろんなことを進めば本当に



 

 

穏やかにいくんですけど、それができないからいろいろなことが起こってくるんですけど、

ではこのことは地域の皆さんに、そう課長が言いましたということでお答えをしておきます。

以上、これは終わります。 

では、3 番目の地震から 2 年が過ぎましたが、昼夜問わず頑張った職員さん、被災者から

の罵声、私はこのことを目の当たりにしました。精神的に苦しいことは皆同じでしたけれど

も、一人の職員さんが 1時間ほど説教されていました。交替しましょうと声かけましたが、

相手側の激しい言葉を受け止めていました。それも正座でしたので、涙が出ました。現在の

回復度と、入院されていない人たちは今どのような状況でしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 総務課長。 

○総務課長（村山健一君） ただ今の質問にお答えさせていただきます。 

熊本地震もようやく落ち着いて、通常の業務に戻りつつあるというような現状です。入院

というような形の職員については、現在そのメンタル不調というような形での入院の職員は

おりませんが、メンタルヘルスのチェックということで、平成 28 年からずっとやってきて

いるところです。そちらの状況を申し上げますと、高ストレス者、ここにつきましてが、平

成 30 年度、これは非常勤の職員等も含めまして 387 名の者に実施しております。このうち

46 名が高ストレスがあるというような形で、今、判定がなされておるというような状況で

す。昨年の数値を見ますと、これは平成 29 年度については、380 名の中で高ストレス者は

51 名ということでしたので、若干減少傾向ではあるというような状況です。これらの者に

ついては、職員には少なからず、その精神的なストレスを抱えておるというようなところは

あると思っております。ただ、この精神的なストレスといいますのが、この地震によるスト

レスであるのか、あるいは家庭的な問題であったり、経済的な問題であったり、それぞれが

抱えている事情というのは異なっております。これがその地震による業務によるストレスと

いうようなことを判断するのは、なかなか難しい状況です。 

先ほど申しました高ストレス者につきましては、産業医との面談というような形で、産業

医を阿蘇医療センターに委託しておりますので、そちらの方々に面談をしていただいて、ま

ずは、このストレスチェックによりまして自己の気づき、自分の特性、私はこういう特性が

あると。その特性の逃し方について、医師との面談でこういった方、いろんな方に問題をも

っとしたほうがいいよであるですとか、例えば、少し進んだ方であれば、こういった処方薬

があるけれどもというような形で、もう医療につながっていったりとか、そういったご相談

がなされていっているのではないかなというふうに思っております。 

また、職員の普段からの研修につきましても、いわゆるメンタルヘルスのラインケアとい

いまして、我々管理職側、係長であったり、そのラインにおります上司が、こういった対応

をしていってほしいというような研修も進めておりますし、セルフケアということで、いわ

ゆる自己の管理、先ほども言いました自己の特性として、私はこういう仕事を抱え込んでし

まいがちであるという本人の気づき、特に計画性をもってやっていけていないから、そこに

問題がある。いろんな人の話を聞きすぎるから問題があるとかいうような、いろんな個人個

人の特性を自分で気づいてもらうというようなヘルスケアの研修を進めておりますので、そ



 

 

ういった一体的な取り組みで改善につなげていきたいというふうに思っておるところです。 

○議長（藏原博敏君） 田中弘子君。 

○12 番（田中弘子君） 職員の異動も必ず 4 月には入りますけれども、やはりこの地震の、

水害のときはそんなにはなかったと思うんですけど、この地震については、我が家も壊れて

いるところもありますでしょうし、いろんな異動関係のときに、やはり考えていただきたい

のは、やはりストレスを持っている、表面には出ないかもしれませんけど、その配置、仕事

場の配置ですけど、その辺を少しちょっと今回の異動は考えていただきたいなと思いますね。

表面に出ることは多分ないと思いますけれども、やはり本人にとっては、もう仕事も新しく

変わる、それと自分の心の抱えていること、それがとても負担になって、やっぱり苦しいと

言われている方が、やっぱり何人かいらっしゃいますので、それは私は女性だから女性の方

ですけれども、やはりその異動というのは、これだけの災害が続けて起きておりますので、

本当に丁寧というとおかしいんですけど、異動のときは今度は 4月はきちんと私が良かった

なという顔になりたいなと思っておりますので、よろしくお願いしておきます。 

以上で、本当にお世話になりました。来期、皆さんとまたお会いできることを願って、一

応、田中弘子の質問をこれで終わらせていただきます。本当にありがとうございました。 

○議長（藏原博敏君） 田中弘子君の一般質問が終わりました。 

お諮りいたします。午前中、あと 15 分程度ございますが、午前中の会議をこの辺でとど

めたいと思います。ご異議ありませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（藏原博敏君） それでは、午後 1 時から会議を再開いたします。 

午前 11 時 50 分 休憩 

 

午後 1 時 00 分 再開 

○議長（藏原博敏君） それでは、休憩前に引き続き、ただ今から午後の会議を開きます。 

菅敏德君の一般質問に入ります前に、総務部長より、午前中の答弁について一部訂正があ

るそうですので、総務部長の発言を許します。 

総務部長。 

○総務部長（髙木 洋君） すみません。お疲れさまです。 

午前中の私の答弁の中で、13 番議員、五嶋市議のところで、例えば 120 ㎡の住宅を造っ

たときに、個人負担、4 年間で幾らになるのかと、そのご質問をいただきました。私の回答

の中で、4年間合計で 18 万円と申し上げましたけれども、15 万円の誤りでありました。120

㎡の家、年間の税額を 12 万円と仮定をした場合、3 年間は新築軽減の特例がありますので、

2 分の 1、残りの 6 万円の半分が地震の特例で 3 万円、3 万円×3 年間で 9 万円、4 年目が、

その軽減が外れますので本来の税額 12 万円の半分の 6 万円が個人の負担ということで、9

万円と 6 万円で 15 万円なりますので、大変失礼をいたしました。以後は十分注意したいと

思います。大変失礼しました。お詫びします。 

○議長（藏原博敏君） それでは、ただ今から一般質問に移ります。 



 

 

6 番議員、菅敏德君の一般質問を許します。 

○６番（菅 敏德君） 6 番議員、菅です。通告書に沿って、次の 3 点質問いたします。 

まで最初に、先行統合を控えた内牧小学校の周辺の整備事業についてということで質問さ

せていただきます。スクールバスが行き来すると思います命護橋ですが、内牧周辺は平成

24 年九州北部豪雨災害において甚大な被害を受け、日常の生活はもとより、避難誘導の際、

市道や橋が極端に狭く、車の離合も困難な状況でした。市道の拡幅については、後ほど質問

いたしますが、この件につきまして以前質問しました。そのときの答弁が、黒川激特事業、

県事業に伴います架け替え計画につきましては、熊本県が黒川の護岸改修に併せて断面改修

のため、橋脚もなくし、現在、平成 29 年度の供用開始を目標に工事を進める計画であるが、

ただ交差点の協議が難航しているということでという答弁がありました。この橋について、

根本的な架け替え拡張計画はどうなっているかお伺いいたします。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） お疲れさまです。お答えいたします。 

命護橋の架け替えにつきましては、議員おっしゃったとおり、黒川激特事業の中で浮上い

たしまして、阿蘇市と熊本県で協議をした経緯がございます。計画では、橋脚をなくすこと

によって橋梁の高さが高くなり、特に西側の取付道路辺りが変則の交差点となっております

ので、それを改良することによって大型車の通行や周辺の家屋の移転等が発生するというこ

とで、生活に大きな影響があるため、最終的には架け替えではなく、河川断面を広げて通水

断面を確保するという結果になっております。現在、橋梁の直下を工事中です。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） ということは、課長、この架け替え、歩道、車道が 5ｍ、歩道が 2

ｍというまちづくりの構想がありましたが、その橋の架け替えはないという認識でいいでし

ょうか。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） はい。架け替えはございません。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） この橋は、以前から架け替えについて地域住民の方々が切望されて

いた橋です。現状を踏まえて、今後の計画について、できないということであれば、やはり

地域住民の方々に丁寧な説明も必要だと思いますが、その点、その説明、国の事業というこ

とで、市の担当の課長さん、職員さんも、大変説明しづらいと思いますが、その点、いかが

でしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） この機会に阿蘇市としても拡幅して頂きたいという事で設計や

計画に盛り込んで頂くよう協議し、拡張する分は単独で数億円手出しが必要でございました

ので予算の確保も行う予定でありました。しかしながら、改良することが、周辺住民の方に

かえって迷惑をかける事の方が大きいと判断いたしまして、河川断面拡幅ということで断念

したところです。 



 

 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） 課長、ありがとうございました。 

それでは、次の質問に入ります。先行統合のスクールバス運行経路について質問いたしま

す。現状の道路事情や小学校敷地内の状況を考えますと、スクールバスを乗り入れることは

困難であります。山田地区からのスクールバスの運行経路やバス管理等の計画をお尋ねいた

します。 

また、前回、湯淺議員の質問の中に、黒川、今町、小池の子どもたちは、共済組合のとこ

ろまでは歩道があるが、それから先は歩道がなくて、対辺の歩道に渡るのに横断歩道とか設

置できないかという質問がございました。その点を併せて答弁を願います。 

○議長（藏原博敏君） 教育課長。 

○教育課長（日田勝也君） 失礼します。ただ今のご質問にお答えをさせていただきたいと

思います。 

まず、運行の経路ですが、山田小学校の先行統合に伴いますスクールバスの運行経路とし

まして、内牧から小池、小倉、山田、鷲の石、それから小野田、大角田という帰りコースと、

その反対の逆のコースを考えております。便数としましては、朝は登校 2便、下校も 2便と

いう体制を考えているところです。 

それから、通学路の横断歩道の件ですけれども、共済組合の前から横断歩道が反対側に変

わっております関係上、そこに横断歩道が必要だということで、警察にも要望を出しまして、

既に現地調査は終わっておりますので、年度内には設置をしていただけるものではないかと

いうふうに考えております。設置時期につきましては、確認しておりませんけど、再度確認

して、またお答えをさせていただきたいというふうに思います。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） じゃあ課長、来年の 4月には、その横断歩道は間に合うということ

の認識でいいですね。来年の 4月の統合に合わせた横断歩道の設置は大丈夫ということでい

いですかね。 

○議長（藏原博敏君） 教育課長。 

○教育課長（日田勝也君） 現地調査が行われたとき、私どもは今年の度予算で 3 月 31 日

までにしていただけるものというふうに考えておりますけれども、3 月 31 までにできるか

どうかの確認を再度確認をして、またお答えをさせていただきたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） ありがとうございました。 

続きまして、スクールバスの乗降所は決定したのかということで質問いたします。スクー

ルバスの乗降所が、小学校と離れて設置された場合のとき、登下校時の安全確保を図るため、

新たに登校班を編制する必要があるのかなと思います。そのようなことの会議等の話し合い、

その話し合いの進捗状況がわかればお伺いいたします。 

○議長（藏原博敏君） 教育課長。 

○教育課長（日田勝也君） 乗降場所等の説明をさせていただきたいと思います。まず、バ



 

 

スの待機場所としましては、阿蘇中学校の駐車場内のスクールバスの車庫と同じく、そちら

に常時は待機をしていただきまして、それからスタートしまして、下校場所ということで内

牧 1区の公民館の駐車場、消防小屋がありまして 1区の公民館の駐車場が広いということで、

そちらで一応下校しまして、それから堤防を通りまして命護橋を渡って通学するという形を

考えているところです。 

それから、バスの乗降場所としまして、県道内牧坂梨線の沿線と小野田地域になりますが、

安全に乗降できる場所を現在、統合準備委員会の通学部会というのを設置しておりまして、

そちらで保護者も含めて協議を進めております。大体行政区に 1 箇所ぐらい、7～8 箇所に

なるのではないかと思いますけれども、12 月中に候補地を選定していただきまして、1 月中

には決定をしていきたいと。それから、対象となる児童生徒につきまして、また保護者につ

きましては、2 月に周知して実際にバスに乗って試走を行いたいというふうに予定をしてい

るところです。 

以上です。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） 乗降所が 1 区の公民館の広場ということで、あそこは本当に広くて

子どもがの安全は確保できるんじゃないかなと思っております。 

それと、私の提案ですが、一つここもいいんじゃないかなという提案がございます。そこ

は草原学習前の信号、山田から来れば、その信号を渡って左に行くと内牧橋がありますね。

内牧橋の際の堤防、あれを通って番出住宅の跡地ですね、市有地。あそこを通ってプールの

横に乗降すれば、それもまた近くて安全が確保できるのかなと思います。また、あそこら辺

に車庫などもつくって、また雨降りでも乗降できるような態勢をとっていけば、また違った

ことができるのかなと思って提案しておきます。 

○議長（藏原博敏君） 教育課長。 

○教育課長（日田勝也君） 一番良い場所としましては、プールの横というのは、私どもも

考えるところではございますけれども、堤防の入口、それからめぐみドライブインから入る

進入のあちらが少し狭いという課題がございまして、現在の候補地になっているような状況

ですが、将来的に道の拡張ができれば、そういったところ検討させていただきたいと思いま

す。最終的には、統合実行委員会の通学部会で決めさせていただきたいと思っておりますの

で、ご了承をまたよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） 課長、ありがとうございました。 

続きまして、児童の安全確保のため、内牧小学校周辺の道路拡張計画ということで質問さ

せていただきます。内牧小学校周辺の市道は極端に幅員が狭くなっており、日常の生活の上

でも車の離合が困難な部分が多く、通学の時間帯になると通行するときは特に小学校児童生

徒などに神経を使わなければならない道路状況です。これまでも、いろいろと検討がなされ

てきたと思いますが、一つの改善策として市道と連続して側溝が布設されております。その

側溝の構造的な問題がなければ、側溝に蓋を被せ、幅員を拡張することも考えられます。ま



 

 

た、更に道路状況が整備された場合、番出地域は小学校も近く、生活環境も整っていること

から、宅地開発としても需要が高い地域であります。将来的な投資を含めて、側溝の蓋で対

応できない部分、また隣接した宅地も多くあります。その補償費も多額になることから、小

学校の敷地を削ってでも道路拡張ができないか、その件、質問いたします。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） お答えいたします。 

学校周辺につきましては、議員おっしゃるとおり、狭いところが多数あります。番出住宅

の解体後の跡地を利用して、一部離合箇所を整備したところもございます。 

また、ご提案の内牧小学校側に引いて拡幅できないかという点は、教育課に相談して検討

する余地はあるかなと思っておりますし、果たして今まで狭くて、車も少ない、交通量もな

いという状況もありますので、かえって広げることで、反対に車が多くなって危険な状態に

なるのではないかと言うこともありますので、将来的なところも見据えて検討していく必要

があると考えます。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） 課長、地域住民の人は、やはり狭い、車が離合するのもやっととい

うことで、どうにかならんかね、菅君というようなことを何回も聞いたことがあるんですよ。

課長が言われたように、車が多くなると子どもたちにも危険の度合いが高くなるということ

ですが、なかなかそこも考えなん、地域住民の人のことも考えなんということになると、な

かなか難しいと思いますが、何らか側溝に蓋を被せるとか、一番問題になるのがプールの前

あたりが一番狭もうございます。事故がないのが本当に不幸中の幸いですが、そこら辺やっ

ぱり抜本的に考える必要がもうきているのかなとは思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） 水路に蓋ということでございますが、水路自体は水利組合さん

がいらっしゃいまして、できれば維持管理のために開けといてくれということもありまして、

いろいろ調整が必要なこともありますので、将来的に検討する必要があると思います。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） ここ数年は内牧小学校の児童数も増減が少ないというご報告を受け

ております。また、今回は山田小学校との統合により児童数も増えることから、当然送り迎

えする保護者が多くなってくると思います。防災や安全確保の面からも教育委員会と十分検

討していただき、道路拡張が本当にいいか、やはり道路拡張しなきゃいかんか、十分検討し

ていただきたいと思います。以上で、終わります。 

続きまして、若者の定住化対策についてということで質問いたします。この二重峠から見

下ろしますと、9ha 以上の敷地に約 2ｍほどの高さに積まれ整地されている、現在進められ

ている国土交通省の二重峠トンネル掘削工事の残土置き場について、跡地利用について質問

いたします。この事業は国の事業ですので答弁しづらいと思いますが、国道 57 号北側復旧

ルートの整備は災害からの復旧・復興事業として必要な事業でありますが、一方では基盤整

備がされた圃場が不成形となり、農作業にも支障が出ているということも考えられます。復



 

 

旧ルートが開通すれば、車帰ランプから肥後大津駅まで 10 分程度で行けるようになるかと

思います。二重峠の掘削工事で発生した残土置き場の跡地利用について、地域の方々、赤水

地区、また車帰地区を中心に、意見を聞きながら、農地以外での活用について、例えば本田

技研や工業団地が近くになることから、企業の誘致や定住その他としての土地活用はできな

いかと思いますが、この問題は大変難しいと思いますが、ご意見を伺いたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） 現在の残土置き場ですが、そちらにつきましては国土交通省が

個人の方から農地を借り上げて、暫定的に土砂を置いているということで、最終的には北側

復旧ルートの盛り土材として利用するということになっております。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） ということは、元の農地に戻すということでありますね。じゃあ私

が思ったのは、10ha、2ｍぐらいの土地が、残土が積み込まれて、非常に企業誘致すれば好

条件な本当にいい場所だなと思ったわけです。やはり今から先考えれば、企業誘致の立地条

件として、阿蘇の東はもうやはり企業的には来ないのかなと思ったわけです。やはり企業誘

致をするには、西の方、やはり工業団地、本田技研に近いあの立地条件の恵まれた土地が一

番最適な場所だなと思って質問したわけです。この農地に戻すということになれば、やはり

国土交通省とそういった検討をしても、やはり再度協議しても駄目ということになりますよ

ね。そこをちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 建設課長。 

○建設課長（中本知己君） はい。間違いなく農地に戻しますので、その後、開発の仕方を

検討していくことになると思います。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） 課長、わかりました。 

それでは、次に国道 57 号の北側復旧ルート開通後の西部地区の開発構想についてという

ことで質問したかったわけですが、もうこの件につきましては午前中に五嶋議員の質問に各

部課長、詳細な説明をされていましたので省きます。省きますが、今後の定住等の土地利用

計画についてということで、これは皆さんに資料を配っております玉東町のオレンジタウン

の資料を配らせていただきました。玉東町は大きな人口減少の中での大きな町の発展はあり

得ないという信念の下、地権者の協力を得ながら事業を遂行し、約 7ha の田園地帯は 118 区

画の大規模分譲地へと様変わりしたという資料です。このニュータウン建設の目的は、現在

阿蘇市が抱えている問題と一緒であります。住宅地を整備・分譲し、関連する公共施設設備

事業を行うこととなったが、これにより新たな住民を町外から受け入れることを狙い、また

町内住民の流出を防ぐことで少子高齢化の進展、人口減少といった現状を改善し、更にはこ

の事業が町の活性化の起爆剤となることを目的としたとあります。 

次の 2 番目をめくってもらうとわかりますように、この総事業費 15 億 5,800 万円、こん

なにかかるのかなとびっくりしたわけです。ただ単にニュータウン構想、ニュータウン構想

といっておりますが、わあ、こんなにな整備事業としてかかるのかなとびっくりしたわけで



 

 

す。その内訳が補助金が 4億 4,000 万円、起債が 4億 4,000 万円、単独費、一般財源、これ

が 6億 7,000 万円、このような体力が今現在の阿蘇市にもあるのかなとびっくりしたわけで

す。 

そのまためくってもらうと、3 番目のところに、玉東オレンジタウンに関する奨励金とし

て、やはり玉東町もいろんな手を打って、宅地分譲を促進するための宅地建築奨励金などを

出して定住人口の増加を図られているということです。この甲斐あって、この期間中が 8 年

ぐらいかかったようです。そして、計画人口が 450 人、その人口がいみったそうです。そう

いったことを考えて、この資料は地域まちづくりの成功例ですが、市の単独事業を考えたら

大きなリスクと完了までに長い時間は要しますが、今からは人口流出という補正に向けた政

策が必要になってくると思われますが、定住ゾーンの土地利用計画など慎重にしていくため

にも、各部署から数名ずつ出していただき、このニュータウン構想プロジェクトチームをつ

くって検討をしていくべきだと思っておりますが、この件につきまして、まちづくり課長、

答弁をお願いします。 

○議長（藏原博敏君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（荒木 仁君） それでは、ご回答させていただきます。 

質問の当初に、企業誘致という部分もございましたので、その部分についても併せてご回

答させていただければと思います。 

企業誘致という部分については、非常にやはりまだ阿蘇の場合、立地という部分が非常に

厳しいところがありまして、なかなか人材の確保であったりとか、工業の規模拡大という部

分も非常に厳しいところがあるかなと思っております。今現在、阿蘇市としては今、阿蘇市

内にある企業さんができるだけこちらにいていただくという形でお願いをして回っておりま

すし、実際、阿蘇で創業されている企業さんにおいても、各事業においても、新卒であった

り、中途採用という形の雇用対策を積極的にされておりまして、地域の方の雇用であったり

とか、若者定住にはつながっているものと考えておりますので、今後も阿蘇市内にある創業

されている企業さんとよく情報交換をしていきながら、できれば既存の地元にある企業が少

しでも規模拡大ができるような形で雇用促進等も図れればなと思っております。 

もう一つ、西部地区開発の件につきましては、五嶋市議でも回答いたしましたように、非

常に業界ではなかなか難しいのかなという部分もお話もあっておりますので、今後、阿蘇市

内において様々な各課と協議をしていきながら、総合計画であったりとか、阿蘇西部地区関

係の位置づけについて検討して、計画等もしていく必要があるのかなと考えております。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） ありがとうございました。このニュータウン構想については、質問

を終わらせていただきます。課長、あとちょっとお付き合いをお願いします。 

続きまして、阿蘇いこいの村にある彫刻の森について質問いたします。阿蘇国立公園指定

50 周年記念事業の一環として、旧阿蘇町が昭和 59 年 4 月 21 日から 9 月 11 日にかけて、阿

蘇国際彫刻シンポジウムにより、芸術家を阿蘇町が招致し、阿蘇いこいの村敷地内でモニュ

メントの制作が実施されました。阿蘇の雄大な自然環境の中で、それぞれの彫刻家が彫刻制



 

 

作に挑戦されました。ところが今、このモニュメントの管理が放置されて劣化が進んでいま

す。市民の関心も薄く、敷地全体もちょっと荒れた状態になっておりますが、そこで質問い

たします。初めに、当時設置された作品はどれだけぐらいだったのか。また、設置されてか

ら長い年月が経っており、腐食した作品も多く見受けられますが、現在でも制作時と変わら

ない作品がどれぐらいあるか、わかればお尋ねします。 

○議長（藏原博敏君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（荒木 仁君） 彫刻の森にございます芸術品ですが、木であったり、石

材といいますか、石を使った彫刻等でございまして、今現在、9 つの作品が残っているとい

う状況です。ただ、状況としましては、木についてはかなりもう腐食がしておりまして、触

ると表面がぽろっと取れるというような状況ですし、石の彫刻関係も苔であったりとか、周

りの雑草が伸びてて、なかなかわかりづらいというような状況になっているというのが今の

現状です。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） そこで、彫刻の森は、当時は若い芸術家の発掘を目的に設置された

と聞いておりますが、その後の管理はどこが管理したかは別として、例えば阿蘇駅からのサ

イクリングコースの中継点、再整備をして観光資源になり得るような場合は、阿蘇駅からの

サイクリングコースの中継点、また公園化などは考えられないか、その 2点を質問します。 

○議長（藏原博敏君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（荒木 仁君） 現在、阿蘇いこいの村の中に彫刻の森という形で整備さ

れております。これにつきましては、今、いこいの村が係争中ということもありまして、こ

の案件が終結後に、具体的にこのモニュメントの関係とか、彫刻の森についてどうするかと

いう形は検討していきたいと考えておりますが、なかなか今の状況を見ますと、木でできて

いるやつについては非常に動かすのができるのかなという部分が一つです。それと、石材関

係、彫刻関係についても、どのくらいの基礎が入っているのか。ヒビが入っている部分等も

ございますので、実際動かせるものなのかという部分も、なかなか私たちは専門家でもござ

いませんので、その部分については、ちょっと慎重に協議・検討させていただければと考え

ております。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） 公園化とかが無理となれば、その彫刻が動かしても全然差し支えな

いという状態であれば、中学校や小学校、またその彫刻が、そのときは若い彫刻家で有名じ

ゃなかったと思いますが、今ひょっとしたら有名な彫刻家かもしれません。そういった彫刻

をやはり学校の材料とかにするのも一つの手かなとも思います。そういったことも検討しな

がら進めていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（荒木 仁君） その部分についても、移設が可能なやつがあればという

形で、教育課とも協議をしてまいりたいと思いますし、公園であったりとか、本当に置いた

場所が適切な場所に置けるのかという部分も総合的に検証しながら検討させていただければ



 

 

と思います。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君。 

○６番（菅 敏德君） 課長、ありがとうございました。 

以上で、私の一般質問を終わります。答弁をいただきました課長、今日はありがとうござ

いました。 

○議長（藏原博敏君） 菅敏德君の一般質問が終わりました。 

続きまして、2 番議員、竹原祐一君の一般質問を許します。 

竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） お疲れさまです。2 番議員、日本共産党、竹原祐一です。今期の最

後の質問になりますが、よろしくお願い申し上げます。 

質問内容は、一部前回と重なる部分がありますが、あくまでも前回の続きという形で質問

をさせていただきたいと思います。それでは、質問をさせていただきます。 

1 つ目、子育て支援の充実ということで挙げていますが、これは子どもの貧困化という内

容も含めて進めていきたいと考えております。実際、貧困問題ということで、熊本県が行っ

た調査内容、この内容の中で経済的理由で医療機関を受診できなかったという世帯が 2.2％

報告され、また、むし歯の状態等も貧困線、すなわち所得が 106 万円以下の貧困線の部分で

は 18.3％、また貧困線以上の世帯でも 11.7％、むし歯の治療を受けていない。そして、子

どもの中でも経済的理由で医者に行けない、また医者の受診をしていない、そういう子ども

がいるという中で、再度、児童生徒の医療費助成制度について質問をさせていただきます。 

今現在、阿蘇市では児童生徒の医療の窓口負担、診療では 1,000 円、入院では 2,000 円と

いう形になっています。しかし、これは窓口で 1,000 円、2,000 円だけじゃなくて、すなわ

ち償還払いという形ですね。1 回全額治療費を出し、そして申請を行い、その後に 1,000 円

を引いた残金が振り込まれると、そういう形です。そういう形ではなくて、やはり窓口負担

ゼロにし、現物支給という形で阿蘇市として予算的にどのぐらいかかるのか、その辺をちょ

っとお聞きしたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 福祉課長。 

○福祉課長（本山英二君） それでは、お答えします。 

今、児童医療につきましては、償還払いということで、先ほど言われましたとおり、一度

払っていただいて、領収証等を私どもに持ってきていただいたら、月 1 回じゃなくて、月

1,000 円という計算で、残りをお返しするということでしております。平成 29 年度実績で

申しますと、約その負担額が、先ほど言った 1,000 円と、入院の 2,000 円の合計が 497 万

4,000 円というふうになっております。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） 負担額が 497 万円ということですけれど、実際、小国の児童生徒が、

今回、阿蘇市の病院で治療を受ける場合、窓口負担がゼロという対応ができています。とい

うことは、阿蘇市の児童生徒は窓口負担 1,000 円かかると。ところが、片一方、小国の児童

生徒が受診をすれば負担はゼロ、これは非常に矛盾をしている状態です。私は別に周りの市



 

 

町村が医療費無料化しているから、してほしいということじゃなくて、やっぱりこの子ども

の医療費、窓口負担ゼロというのは全国の流れです。ぜひとも子育て支援をしていくのであ

れば、やっぱり子どもの医療費、これの負担をせずに、子どもの健康管理、そして医療費の

抑制、それにつながる窓口負担無料をぜひともお願いしたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 福祉課長。 

○福祉課長（本山英二君） 先ほどの他の町村からこちらに来て、負担をしなくて、うちは

負担をするというのは、それは各町村の施策の問題ですので、私からは言えませんけど、そ

もそもこの助成をやる時点で、内部で一生懸命やっぱり皆さん、執行部で考えた結果だと思

っております。要は、小学校に入る前まではすべて現物支給で無料化をしております。これ

は何でかというと、やはり保護者の方も若い世代ですので、負担がやっぱり所得も少ないで

しょうから、やっぱり負担を少なくしたいということで無料化にしております。また、子ど

もさん方もやっぱり小学校に入る前、予防してもやっぱりかかってしまう体力ですので、そ

ういった形でやっています。ただ、小学校・中学校になりますと、どうしてもやっぱり予防

で防ぐ部分は、やっぱり抑制するものは抑制していただきたい。今まで竹原市議が嫌がって

しまうかもしれませんが、やはり責務として、やっぱり親としても認識をしていただきたい

ということで、1 回につき 1,000 円ではございません、1 月 1,000 円でございます。そうい

った形で、これはあくまでも負担というよりも、やっぱり親としての責務と、予防に努めて

いただきたいという認識のもとで 1,000 円を徴収しているわけですので、その辺はやっぱり

当時はその考えでやっておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） 十分に意見は理解をしているつもりです。しかし、今現在、子ども

の貧困化という形で現れている数字がありますよね。先ほども言いましたが、むし歯の状態

でも 18.3％の子がある。経済的理由で医者にかかれない。そのため、また親の責務という

形で言われますが、格差社会の中でも親は必死になって働いているわけです。実際、子ども

が病気の状態の中で、病院に連れて行きたいが、なかなか時間が取れない、そういう状態の

親御さんもいらっしゃると思います。子どもを養育する時間、そしてお金も不十分な状態の

中で、実際、子どもの貧困化というのが出てきています。ですから、私はその両方、貧困の

問題、そして親御さんの今の経済状況、それと同時にやっぱりお金の流れ、日本全国のそう

いう医療費、子育てをしていくという流れの中で医療費助成制度無料化というのが進んでい

っているわけですよね。ですから、やはり阿蘇市もその子育て支援をしていくのであれば、

そういう流れをまたつくっていただき、子育て一番の阿蘇市と、そういう流れをつくってい

ただきたいなと思います。 

○議長（藏原博敏君） 福祉課長。 

○福祉課長（本山英二君） 市議から言われますのも十分私たちも理解はしていると思いま

す。阿蘇郡内でも、阿蘇市がしていないというのは、これはもう認識はしておるのですが、

やはり私たちは子育て支援というのは総合的に今進めております。やっぱり福祉の事業とい

うのは上限がございませんので、やっぱり何を先にするか、優先順位をつけながら、今予算



 

 

相当な一般財源を費やして子育てをしております。結果として、やはり貧困といいますか、

生活困窮者の方々については、十分その中で考慮した制度でやっているというふうに私たち

は認識をしております。そういった形の中で今回の 1,000 円、2,000 円の負担については、

やっぱり先ほど言った理由の中でも、やっぱり必要な部分であるということでしております

ので、今後、今の時点では、まだ考えておりませんけれども、またいろんな部分で財源も相

当かかると思いますので考えていきたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） 実際、そして今年度から未就学児の医療費助成制度について、これ

は国庫の調整交付金ですね、減額措置の見直しが行われたという状態です。ですから、自治

体としては、この新たな財源を医療費助成の財源として積極的に利用をしていっていただき

たいと考えています。 

それでは、次の質問に移りますが、同時にやはり医療費助成制度というのは、やっぱり若

者が定着しやすい状態をつくるのにも大きな課題になってくると思います。ぜひとも助成制

度、無料化を実現されるようお願い申し上げます。 

次に、就学援助費について質問をさせていただきます。同時に、給食費の無料化も同じよ

うに質問をさせていただきます。前々回ですかね、答弁の中で、阿蘇市でも入学準備金の前

倒し、入学前に支給を行うという制度の改正の準備が考えられているということで、具体的

に、その進捗状況をお聞かせ願えませんでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 教育課長。 

○教育課長（日田勝也君） ただ今のご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

就学援助金制度につきまして、市では経済的な理由により就学が困難と認められる児童生

徒の、保護者に対して保護者の負担軽減を図るために就学支援に取り組んでいるところであ

ります。その中で特に入学支度金制度ですが、こちらにつきましては新入学学用品費という

ことで項目がございます。前回ご質問を受けまして、システムの導入を進めてきているとこ

ろですが、来年の 4月からの入学に合わせては、ちょっと現状間に合わないところがござい

まして、これはまだ要綱の変更、事務処理、あるいは認定基準等が複雑になるということで、

これからその辺を教育委員会で審議していただくことになります。現在、入学予定につきま

しては、来年、再来年の 2020 年 4 月の入学者対象を取り組んでいくとすれば、来年度予算

にその分を上げて、来年度予算が確保できれば 2020 年 4 月からの入学予定者から支援がで

きるということで、現在準備を進めているところです。もう少し時間がかかりますが、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） 2020 年から就学援助費の前倒しが、入学祝い金が前倒しという形

になると。できるだけその辺の手続きを早めて、確実に 2020 年からの就学援助金も入学準

備金の前倒しを実施していただきたいと考えております。 

それと同時に、2020 年から国は就学援助費の新たな給付対象として、生徒会費、そして

ＰＴＡ会費、クラブ活動費を新たな給付対象となりましたが、実際この阿蘇市の就学援助金



 

 

制度の中身を見てみると、この部分が抜けていると思うんですけれど、実際、この部分につ

いて新たに新設を行うとか、そういう形では考えておられますでしょうか、よろしくお願い

します。 

○議長（藏原博敏君） 教育課長。 

○教育課長（日田勝也君） ただ今のご質問ですが、現在、ご質問のＰＴＡ会費、あるいは

クラブ活動の費用、生徒会費につきましては、現在、支援の対象外と今現在はしております。

基本的には児童生徒に直接関わる分を対象としているところではございますので、ご意見に

つきましては、今後また教育委員会で議論を深めさせていただきたいと思います。なかなか

阿蘇市の準要保護者、対象人員がかなり近接市町村に比べますと少し多いんではないかとい

うこともございますので、基準を見直す部分もあるかと思いますけれども、今後また、再度

検討させていただきたいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） ぜひとも検討をお願いしたいと。それと同時に、学校給食費の無料

化ということで、2 回目か 3 回目になりますけど、質問をさせていただきましたが、実際、

現在、準要保護児童生徒、この部分に関しては実際、給食費の助成とかそういうのはあるん

ですかね。 

○議長（藏原博敏君） 教育課長。 

○教育課長（日田勝也君） 準要保護の世帯につきましては、給食費が関わっております。

全額ではございませんが、一律支給をしているところです。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） その支給額が現実、材料費だけの徴収という形で明記していますけ

れども、準要保護児童生徒ですね、実際そのうちどのくらい、何パーセントを市で負担をさ

れているか、それもちょっとお聞きします。 

○議長（藏原博敏君） 教育課長。 

○教育課長（日田勝也君） ほかの町村を見ていきますと、大体実際に食べた給食の日数で

割って、全額というのが通常らしいんですけれども、例えば小学校が 1食 240 円です。中学

校が 1 食 280 円です。大体通常、年間最大で 200 日程度ございます。4 万 8,000 円から 5 万

6,000 円ということでありますので、そこを平均をとって、額がちょっと今、手元にないん

ですけど、5 万円程度は支給されているかと思います。そのほかの部分は保護者の方に一部

負担していただくということにしています。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） 私は思うに、学校給食費の無料化というのは、別に経済的に苦しい

部分もありますが、食育という観点で考えていけば、給食も立派な教育の一つなんですね。

ですから、当然、準要保護の児童生徒、ここの部分については全額、何とか市で見るような

形を要望したいと思います。ありがとうございます。 

次の問題に、また移らせていただきます。 

次は、市税の差押えということで質問をさせていただきますが、実際、この適切な税制を



 

 

維持するために、しっかりと納税を果たしている納税者との公平を確保するという意味でも、

納税者に適切に法を適用し対応することが必要だと、そうかもしれません。しかし、滞納に

至る経過は人それぞれ、滞納した人によっては災害に遭ったり、事業が一時的にうまくいか

なかったりという事情もあります。そういった滞納者の個々の事情を考慮することなく、強

制的・強権的に徴収手続きを進め、納税者の生活が破綻してしまう場合もあります。そうな

れば社会的にも損失ですし、法律が予定をしていた実態ではないはずです。そこで、質問を

いたしますが、平成 29 年度の差押え件数、それと市に納めた金額、それをお答え願えませ

んでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） ただ今のご質問にお答えいたします。 

ただ今の平成 29 年度の差押え件数ですが、全体で 191 件となっております。それから、

現年度分と過年度分がございますけれども、先ほど現年度分につきましては、国保税が 9 万

6,800 円、住民税が 17 万 9,455 円、固定資産税が 7 万 1,289 円、軽自動車税が 2 万 3,299

円。過年度分につきましては、国保税が 111 万 6,979 円、住民税につきましては 89 万

3,851 円、固定資産税が 95 万 9,588 円、軽自動車税が 9 万 2,346 円というふうになってお

ります。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） ありがとうございます。 

実際、191 件が一昨年執行されたと私は聞いておりますが、この中で、この差押えに至る

までの経過ですね、どういう対応をして、催促して、面談をして、そしてまだ納税がないと。

その形を具体的に、差押えに至るまでの過程過程を、ちょっと順番を追って説明をお願いし

たいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） お答えいたします。 

差押えまでの過程ということで、一応差押えにつきましては、地方税法の規定では、督促

状を発行した日から起算して 10 日を経過した日までに徴収期限に完納しないときは、滞納

者の財産を差し押さえなければならないという決まりがございます。しかしながら、実際の

運用としましては、その 10 日を過ぎて督促状、催告状を発送しますが、その後、電話でも

催促いたし、また臨戸したりもいたします。今年度においても月曜まで昨日まで 600 件ほど

の電話催告をした状況です。そして、納付とか、それから納税相談がない場合について、納

税意識の低い方につきましては、財産の調査、それから差押え可能な財産がある場合に限っ

て差押えをやっておるという流れです。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） 現実、なかなか納税相談にも来られてないと、そういう中で差し押

さえ予告をしていくと。それも、はっきり言って、やはりそういうことも必要かとは思いま

す。しかし、その以前にやっぱりその納税者個人個人の経済状況、やっぱり収入がこれだけ

あるとか、それで家族構成もこうだと、その辺はやはり考慮をされた状態の中で納税相談と



 

 

か、そういう形で相談を受ける。そういうことは納税者の方に言って、相談にいつでも来て

くださいと、そういう形では納税の啓発をしていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） 納税者の相談をする前に調査をいたします。この調査が、働い

ている場合ですと、勤務先とか、生命保険、それから預貯金、それから軽自動車があるか、

普通自動車があるか、それから不動産を持っているかなどを、そういう財産調査をやって、

必要によっては家宅捜索をやって、財産はないと。あるかないか、財産があるならばその財

産を押さえる。ない場合については、執行停止とか、そういうふうに行っております。 

差押えの対象となる財産については、その滞納者の生活が維持、または事業の展開ができ

ないというような影響が少ないように留意して相談には当たっているところです。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） ということであれば、この差押え件数の中の預貯金、77 件ありま

すが、その中で自営業者の売掛金、買掛金、そういう形で口座の中に入っていると思うんで

すけれど、そういうのもある程度押さえられているわけでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） ただ今の質問にお答えいたします。 

普通の給与とか、振り込みがございます。その本人の収入と、それから、その生活維持に

係る経費を引いて押さえる金額というのが決まっていますので、その押さえる金額の分につ

いて押さえております。その押さえる金額がある場合、預金残高が滞納額に満たない場合の

少額であっても、その少額の金額を押さえている場合がございますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） 資料の中にありましたけど、最低の差押え金額は 28 円と、これが

その場合に当たるんでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） はい、そのとおりです。滞納額に満たなかったけれども、その

残高を押さえたというケースです。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） 失礼なんですけど、非常に言いにくいかもしれませんけど、この滞

納者の場合、実際、何回面接をされて、それで最悪こういう形で料金を抑えたと、その辺は

わかりますでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） この分につきましては、細かい部分の滞納履歴といいますか、

それについては、ちょっと担当に聞いておりません。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） やはり自営業の場合、口座が差し押さえられたと、そういうことで

あれば、後の生活、そして事業にも大きく響くわけですね。ですから、できるだけやっぱり



 

 

その辺は直接お話をされて、徴収の猶予というか、換価の猶予ですね、時間をそれをもって

いくような話とか、また行政相談、きちっといついつまでに払うとか、それができたらこう

いう形の差押えはないと思うんですけど、だけど差押えの中で生命保険がありました。生命

保険が 2 件で 1,159 円。これは生命の場合は、実際、解約返戻金という形で考えていると思

うんですけれど、この生命保険を解約されたら、次の生命保険に入れないという方もいらっ

しゃいます。ですから、単価を見れば、これは非常に少ない金額なんですけれど、この辺の

事情はどういう形になってるんでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） ただ今の部分につきましては、具体的には担当あたりに聞いて

おりませんけれども、先ほど言いましたように、その滞納額に満たない部分でも、その財産

がどこかにかしらあるという部分については押さえるということで、地方税法に、この消滅

の時効というのがありますので、これで中断するために行っている部分もございます。具体

的な部分については、担当から聞いておりません。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） 実際に、そういう担当者から聞いていない、それはわかりますけれ

ど、2 件で 1,159 円ですよね。これはあくまでも時効を停止するものであれば、猶予という

形で時効が一旦停止しますが、請求もまたできるはずです。それと同時に、国税徴収法第

153 条の第 1 項第 2 号では、最低生活費、これが決まっています。例えば 2 人世帯の場合は、

1 箇月 10 万円プラスの 4 万 5,100 円掛けるの 2 ですね、19 万円。それが 2 人の場合、1 箇

月の最低生活費。ですから、この基本通達をあくまでも守っていただき、やはり納税者の生

活再建、税金を払ってもらいながら生活再建をどういうふうに進めていくかというのも、や

はり行政職員の皆さんの大きな責務だと私は思います。実際、徴収の職員の皆さん、何人か

という形で税務課の中で決められておられるんでしょうか、それもちょっとお聞きします。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） 担当が 4名と係長兼任の課長補佐で、一応 5人となっておりま

す。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） この徴収員、一応 1年なら 1年ということで、固定になっているん

ですか。ということであれば、やっぱりこの徴収員の職員の方も、実際、納税者の方からぼ

ろくそ言われ、気を遣いながら、8 時までは一応納税者と面談をしたりやっておられるわけ

ですから、やはりその辺はメンタルヘルス面で、ある程度の注意を税務課で払っていただき

たいと私は思います。 

それと同時に、やはり納税者、これは基本的に納税相談を原則として最終的に差押えをす

ると、そういう形でお願いをしたいのと同時に、払いたくても払えないという事情がありま

すので、あまりにも高すぎる国保税、やはりこの問題を避けては通れない。やはり今からも、

ここは都道府県で統一という形になりましたので、一方的に国保税が税額は決定され、市民

の皆さんに納入義務が生じるわけなんですが、やはり国保というのは医者に行く場合でも国



 

 

保証明が要るわけですから、その辺をやはり考えていただいて、できるだけ市民の生活に支

障のない、そういう納税相談、それから差押えという形で、市民の身になり、そして市民の

生活再建のための納税相談を今後とも続けていってほしいと、そのように思います。お願い

します。 

○議長（藏原博敏君） 税務課長。 

○税務課長（藤井栄治君） 税務課は 5 名でやっておりますけれども、滞納者が年間 800、

そういう数字がありますので、法的にストレートにできるのもありますが、私たちも新たな

滞納者が出ないように、滞納者の人たちがまた滞納額が少しでも減額できるように働きかけ

ております。議員が言われましたように、納税相談も含めて、今後、税の徴収に頑張ってい

きたいと思います。ありがとうございます。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） それでは、次の質問に移らせていただきます。 

冬期の灯油の助成制度、これはもう何回も私は言っています。低所得者、そして心身障が

い者、そして高齢者、母子家庭、ここの部分に対して、実際、阿蘇の冬は寒いという状態で

すね。今期も私もこれはぬくいかな思いましたら、やはり厳寒の朝を迎えるという状態にな

りました。実際、生活保護世帯においては、暖房費という形で支給はされています。しかし、

生活保護基準で、同じ熊本県、熊本市内と同じ生活費の基準で支給をされていますので、こ

の阿蘇地域においては、やはり暖房費という形で何らかのプラスの補助が要ると私は思いま

す。実際、私もちょっとお年寄りの家庭を回ってみれば、やはりこたつだけに入って部屋の

中は寒い状態の中、ストーブもつけず頑張っておられるという世帯を何件も見ました。やは

り生活保護世帯、また低所得者世帯、また高齢者世帯に対して、何らか灯油の補助をお願い

できんかなと。これはやっぱり行政として、住民の福祉の増進に努めるという、そういう大

きな自治体の目的があります。そのためにも、それを実行する上でも、低所得者、そして生

活保護世帯、そして母子家庭など、生活弱者に対しての冬の灯油の助成、これをお願いした

いと思いますが、いかがなものでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 福祉課長。 

○福祉課長（本山英二君） それでは、お答えします。 

冬期の福祉灯油というのが、そもそも発端が市議はご存じだと思いますが、北海道で始め

られたと。これは原油の高騰によって家計を圧迫したからということで、北海道が始めたと

ころです。だから、今現在は北海道とか東北がやっているところですが、これはあくまでも

極端に言いますと、相当高騰が激しくて、やはり国や県が動くのであれば、阿蘇市としても、

それは当然動くべきでございましょうが、やはり今の現状では、今も少し下がっている状況

です。そういう中で、阿蘇市独自で、阿蘇市だけがこの事業をするというのは、やっぱりど

うしてもちょっと難しいかなというふうに思っております。やはり灯油が家計を圧迫してい

るということであれば、やはり生活困窮者の方が安心を確保するためには灯油だけじゃなく

て、いろんな生活必需品がございます。そういったものもある中で、灯油だけを一時的なも

ので価格が上がったり、一時的なものの灯油だけをそういう制度化して恒久的に支給すると



 

 

いうのは、少し制度的には厳しいと感じております。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） 前回も資料を渡してですね、ちょっと名前を私はど忘れしましたけ

ど、そこの町と阿蘇市の平均気温を測った場合、統計が出ていますので、実際同じ状態、そ

こは別に灯油の助成制度は、灯油が高くなったからという形じゃなくて、冬期に対してはそ

ういう形で低所得者に対し灯油券と、そういう形で支給をしていると。ですから、私は寒く

ないからじゃなく、阿蘇はこういう形で同じ熊本の中でも、こういう朝は零下という形の気

温が何箇月も続くと。そういう状態の中で、やはり生活保護世帯については、何ら暖房費の

加算という形は組まれてませんよね。ですから、その辺をやはり他の地域とは違うんだと、

やはり阿蘇で生活していくのには暖房は欠かせない。だから、その辺をお願いをしておるだ

けなんですよね。その辺の意味、おわかりになりますでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 福祉課長。 

○福祉課長（本山英二君） 先ほど生活保護で十分わかっております。熊本県全体、冬期加

算ということで 1 世帯が 2,580 円ですか、11 月から 3 月までは加算としてあります。これ

は当然、阿蘇市は寒い、熊本市内はぬくいですけど、同じ条件。これは国の制度上、決まっ

ている部分でありますので、それ以上に阿蘇は寒いからということでしょうけども、やはり

根本は高騰でなくて家計を圧迫する、生活が苦しい方々に少しでもということで考えておら

れると思いますけど、やはり全体で考えれば、生活困窮者の方の対応というのは、もう十分

ご存じと思いますけど、自立支援制度が平成 27 年度から始まりました。そういう方々につ

いては、生活保護まではいかないけれども、そこに近い方々については十分、うちの生活相

談センターでの制度として助言しているわけですので、やはりそういう方々は今考えておら

れる、灯油を必要としている方々は、そういう方々であれば、そういう制度を使って根本的

に家計のやりくりを相談をしていただいてするとか、そういう制度を活用していただきたい

というふうに思っております。先ほど言いますように、市単独で灯油だけでの、その一時的

なもので補助制度を設けるということは今現在では考えておりません。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） 非常に私はショックを受けましたが、国の制度がそこまでいってな

いのであれば、自治体としてやる必要があると、そういうふうに私は思っております。 

しかし、自治体の役割は、その国の制度が不十分であるから自治体として、その不十分な

制度を補っていくのが自治体の責任じゃないでしょうか。私は、そういうふうに思っていま

す。それは間違いでしょうか。 

○議長（藏原博敏君） 福祉課長。 

○福祉課長（本山英二君） 私の今の回答は、そういうふうに捉えていまして、私もちょっ

と簡単に申し上げて申し訳ございませんでした。あくまでも低所得者、いろんな立場の方が

おられますけれども、そういった方々については福祉の中で十分考慮した中で、私たちは動

いているというように思っておりますので、その延長の中で福祉の灯油ということで議論し

た中で、まだ今の阿蘇市の状況では、その制度は非常に難しいということしか今の現段階で



 

 

は言えません。 

○議長（藏原博敏君） ちょっと竹原君、待ってください。 

議員の皆さんにお願いいたします。あとわずかですので、私語・雑談はお控えください。 

竹原祐一君。 

○２番（竹原祐一君） わかりました。実際、その辺はやはり考えていただきたいと。こう

いう制度があるから、交付税を使ったらいいじゃないかと。そういうんじゃなくて、その制

度をまた上乗せをして発展させるような形ですね。やはり視点は市民の皆さんですよ。市民

の皆さんがおるから阿蘇市があるんですよね。やっぱりその考えを、市民の方は納税者であ

り、税金を納めてくれる。やはり市民のためにどういう施政がいいのか、やっぱり十分に考

えていただきたいと。ですから、私は、たまたま灯油の助成制度で、こういう形で非常に困

っていらっしゃる方がいらっしゃいますよと。そのために助成をしていただけませんか、そ

れも私らの提案なんです。ですから、今後とも、やはり住民に寄り添った施政を進めていっ

ていただきたいと考えております。 

時間が迫っていますので、次の質問はまた飛ばします。申し訳ありません。 

それでは、一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（藏原博敏君） 竹原祐一君の一般質問が終了しました。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

これをもって、本日は散会いたします。 

なお、この後、2 時 40 分から全員協議会を開催しますので、議員の皆さん、よろしくお

願いいたします。本日は、大会議室で行います。 

午後 2 時 22 分 散会 

 


